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ψ α ϛ τ 

 

 厚生労働省の慢性疼痛診療構築のためのモデル事業は、平成 29 年

度から開始された。本事業の目的は、慢性疼痛診療の医療連携の構

築と慢性疼痛に関する知識の普及や教育、慢性疼痛に携わる多職種

の育成にある。当初は、順天堂大学、東京慈恵医科大学、日本大学、

横浜市立大学の 4 施設で東京地区として連携を開始し、平成 30年度

から関東甲信越地区として 獨協医科大学、千葉大学、新潟大学 が

加わり、平成 31年度から慶應義塾大学が参画した。 

 その主軸として、NPO法人いたみ医学研究情報センター共催の慢性

疼痛診療研修会が位置しているが、関東甲信越地区では、初期から

参画している施設が新施設の研修会を指導する形で無理なく発展さ

せることができた。その結果、現在ではお互いに支え合う存在とな

っている。 

 一方で、各施設が地域特異性を活かして、情熱と工夫を鏤めた独

自の研修会やカンファレンスなども企画したことで、おおいに慢性

疼痛診療の構築を推進させることができ、地域や社会貢献につなが

ったと考える。 

 さらに本事業を通して、病診や病病連携のみならず、介護と医療、

国民と医療へと繋がりを拡大できたことは、大きな実りである。 

 

 多忙な臨床の日々の中で、本事業の執行に携わっていただいたす

べての方々、研修会などにご参加いただいた皆さまに、心よりお礼

申し上げます。   

 

 

2020年 3 月 感謝をこめて 

井関 雅子 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

1. άϦϘπχὊӳ 

 当大学医学部附属順天堂医院（本院）ペインクリニックでは、慢性疼痛患者に対してより

適切な治療やケアを提供するために、疼痛を多角的な視点から評価すること、また治療やケ

アも必要に応じて多職種で施行することを、実臨床においても推進してきた。さらに多角的

視点からの評価と治療の重要性と有用性を、学内外の多職種で勉強する会｢痛みと心のカン

ファレンス｣は5 年前より年 2 回開催していた。その折、慢性疼痛患者の医療連携の推進と

慢性疼痛教育の普及による診療の質の向上を目的として、平成 29 年度に厚生労働省の慢性

疼痛診療体制構築事業が開始された。そこで、本学のこれまでの経験と基盤をもとに、平成

29〜31年度( 令和 1 年度) の 3 年度にわたり、代表施設としての役割を務めさせて頂いた。 
 

2̔ ЮрН˔   

 所 属 職 種 名 前 
代表者 順天堂大学医学部麻酔科・ペインクリニッ

ク講座 /  大学院医学研究科疼痛制御学 

医師・教授 井関 雅子 

協力者 順天堂大学 

東京江東高齢者センター 

医師・教授 山口 敬介 

協力者 順天堂大学医学部 

麻酔科・ペインクリニック講座 

医師・助教 千葉 聡子 

協力者 順天堂大学医学部 

麻酔科・ペインクリニック講座 

医師・助教 濱岡 早枝子 

協力者 順天堂大学医学部 

麻酔科・ペインクリニック講座 

医師・助教 原 厚子 

協力者 順天堂大学医学部 

麻酔科・ペインクリニック講座 

医師・助手 河合 愛子 

協力者 順天堂大学医学部 

麻酔科・ペインクリニック講座 

医師・助手 菊地 暢子 

協力者 順天堂大学大学院 

医学研究科疼痛制御学   

臨床心理士 村上 安壽子 

協力者 順天堂大学医学部附属順天堂医院 

リハビリテーション室 

理学療法士 会田 記章 

協力者 順天堂大学医学部附属順天堂医院 看護部 看護師 寺田 茉莉 
協力者 順天堂大学大学院 医学研究科 疼痛制御学  研究生 藤井 百合子 

連携機関 順天堂大学医学附属静岡病院 麻酔科 医師・教授 岡崎 敦 

連携機関 順天堂大学大学院附属練馬病院 麻酔科 医師・准教授 田邉 豊 

連携機関 都立墨東病院 麻酔科 医師・部長 鈴木 健雄 

連携機関 都立駒込病院麻酔科 医師・部長 佐藤 洋 
連携機関 日本大学歯学部付属歯科病院 歯科医師･教授 今村 佳樹 
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͏ʽ ρΰθϜχ 

͍ˣӺ ὀρᾆ ᵓχ ϬῲΫϥάρ 

 過去 2 年間、NPO共催の研修会を施行した中で、各地区において、千葉、栃木、新潟では

ピラミッド方式で大学病院に難治性疼痛患者が集約すると考えられた。東京地区でも同様で

あるが、東京地区においては、ペインクリニックや痛みセンターを開設している大学は複数

ある一方、大学別に全科において医療連携システムが進んでいるため、慢性疼痛診療の連携

と教育をさらに関東甲信越地区に広めるためには、ペインクリニックや痛みセンターを開設

しており、本事業の施行機関に含まれていない大学と連携をして、研修会を行うことで、さ

らなる慢性疼痛診療の均てん化に寄与できると考えた。そのため、NPO共催の研修会を当施

設で 1 回、東京医科大学の協力を得て東京医科大学病院の施設内で 1 回施行することを予定

した。学外内の多職種連携と教育に関しては、｢痛みと心のカンファレンス｣を年2 回予定し

た。それらを通じて、関東甲信越地区の中でも特に東京地区において、慢性疼痛の診療ネッ

トワークの構築と教育、診療の質の向上をめざした。 
 

͎ˣϢϤ Ψχ ρ ὀϬ βϥάρ 

 NPOの研修会以外に、｢痛みと心のカンファレンス｣において、より多くの職種の参入をめ

ざした。特に、緩和医療とは異なり、薬剤師や看護師との連携や慢性疼痛に関する教育をめ

ざした。 

 

͐ʽ NPO ΜθϙӺᶘᾆẕ ЈрЌ˔Ặ℗χᾆ ᵓ  

˲1˳  2019 1ᴗ ᶘ   ⱧỘᾆ ᵓ 

ˢNPO ΜθϙӺᶘᾆẕ ЈрЌ˔Ặ℗ˣ 

企画責任者：井関 雅子 

受付・事務など：内藤 理恵 

医療コーデイネーター：村上安壽子 藤井百合子 ファシリテーター＋講師：寺田 茉莉 
 

［日 時］ 2019年 12月 8 日（日曜） 9:00- 14:00 

［場 所］ 順天堂大学 D棟 7 階会議室 
 

＜内 容＞ 

① 慢性疼痛とは？(Red flag 〜慢性疼痛症候群)  

  順天堂大学医学部麻酔科学ペインクリニック講座 井関 雅子 

② 慢性疼痛では痛み以外の評価が必要 

  順天堂大学医学部麻酔科学ペインクリニック講座 河合 愛子 

③ 慢性疼痛の薬物療法 

  順天堂大学医学部麻酔科学ペインクリニック講座 千葉 聡子 

③ 慢性疼痛における運動療法 

  順天堂医院リハビリテーション室        会田 記章  

④ 慢性疼痛患者とのコミュニケーションを考える 

  順天堂大学大学院医学研究科疼痛制御学     村上 安壽子 

⑤ 症例検討：小グループディスカッション 

  順天堂大学医学部麻酔科学ペインクリニック講座 菊地 暢子 
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★研修会の特徴：症例検討の時間を 60 分以上確保して、参加型で 症例を通じて慢性疼痛

や集学的治療を学ぶ工夫を施行した。 

 

 
 

 
 

 

 

  

D 7

NPO

2019 12 8 ( )
9:00₩14:00( 8 30

(Red flag₩

https:/ / forms.gle/R9kiKVHRtghFqmuW7
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˲2˳ ἷЀкЗ τϢϥמ ᵓꜛ ᷉⁮τϢϤ ♁ 

 

2019年度 第２回 順天堂大学慢性疼痛診療体制構築事業研修会 

東京医科大学 麻酔科学教室 共催 による研修会 
 

内野博之主任教授御協力のもと、東京医科大学の院内外、医療連携、その他の研修参加者

36 名が決定していた。（NPO法人いたみ医学研究情報センター共催） 

 

 

 

 

 

	

	

	

ⱪ꜡◓ꜝⱶ	

ᵑ ≤│ 	
⁷Red	Flag	⅛╠ ╕≢ 	
ᵒ ─ ─ ™ 	
ᵓ ≢│ ╖ ─ ⅜ 	
ᵔ ≤─◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi╩ ⅎ╢	
⁷▪☿☻ⱷfi♩≤ ⌐≈™≡ 	

ᵕ ⌐⅔↑╢ 	
⁷⁷⁷⁷⁷β ⱪכꜟ◓ 	

	
	⁷⁷	

⁷ 3 AB	

2020 2 22 ( )		
10:00 15:00	(9:30 )	

⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ⁸	
⁸ 	כ◌כ꞉ꜟꜗ◦כ♁⁸

	 NPO ™√╖ ☿fi♃כ	
https:/ / forms.gle/R9kiKVHRtghFqmuW7	
	

β	₈⅛╠∞ה ₉	─ (4 4 )─ ↑ ⅎ⅜ ⁸ 	

Ɑ▬fi◒ꜞ♬♇◒ ⁷ 	
⁷ 	

─№™↕≈ 	
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͑ʽ ϸрТϮйрІƈ ϙρ χϸрТϮйрІƉ 

˲͍˳2019 1ᴗ ϙρ χϸрТϮйрІ  

企画責任者: 井関雅子 

［日 時］ 2019年 12月 5 日木曜日 開場 18:00〜 開始 18:25 

［会 場］ 順天堂大学 10号館 1 階 大会議室 

 

第 1 部：18:25 〜 18:45 症例報告 座長：千葉 聡子 

「術後急性期におけるペインリハビリテーションについて」 

［演 者］ 

順天堂大学附属順天堂医院リハビリテーション室 会田 記章 

［コメンテーター］ 

東大病院 22世紀医療センター教授/ 当科非常勤講師 松平 浩 

 

第 2 部 :18:45 〜 19:40 講演 座長：井関雅子 

「難治性疼痛患者に対する運動療法の実際」 

［演 者］ 

名古屋学院大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 准教授 城由 起子   

［コメンテーター］ 

桜美林大学大学副学長 学院老年学研究科教授・当院非常勤講師 長田 久雄 

聖徳大学心理福祉学部教授・当科非常勤講師 長田 由起子 

星槎大学大学院教育学研究科教授・当科非常勤講師 杉山 尚子 

東京大学医学部附属病院 痛みセンター 助教・当科非常勤助教 笠原 諭 

医療コーデイネーター：村上安壽子 藤井百合子 
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˲͎˳ ἷЀкЗ τϢϥמ ᵓꜛ ᷉⁮τϢϤ ♁ 

2019 ͎ᵕ ϙρ χϸрТϮйрІ  

企画責任者：井関雅子 

［日 時］ 2020 年 3 月 12日木曜日 開場 18:00〜開始 18:25 

［会 場］ 順天堂大学研究棟Ａ 13階 会議室 
 

第 1 部：18:25 〜 18:45 症例報告 座長：濱岡早枝子 

｢慢性疼痛女性患者に対する心理分析と治療｣ 

<演 者> 千葉 聡子 

<コメンテーター> 聖徳大学心理福祉学部教授・当科非常勤講師 長田 由起子 / 星槎大学

大学院教育学研究科教授・当科非常勤講師 杉山 尚子 
 

第 2 部 :18:45 〜 19:40 講 演 座長：井関雅子 

「難治性疼痛を脳から考えるー心と脳を科学する- 」 

<演 者> 星薬科大学薬理学教室教授・当科客員教授 成田 年  

<コメンテーター> 桜美林大学副学長・学院老年学研究科教授・当院非常勤講師 長田 久雄

/  東大病院 22 世紀医療センター教授 当科非常勤講師 松平 浩/ 東京大学医学部附属病院

痛みセンター助教・当科非常勤助教 笠原 諭 

<医療コーデイネーター> 村上 安壽子 藤井 百合子 

 

	

  2019 12 5 ( )	
 18:00₩  18:25₩ 	

   10 1  	
	

	    	

  18:25₩18:45 	

	
	

  	

   	

 : 18:45₩19:40 	

	

	

 	

  	

 22

 

	

   

    	

     

 	

       	

	

    

  	

 1   	

 	

 



-  10 -  

 

͒ʽᾆ ᵓʾϸрТϮйрІπ ϣϦθ ᴮϞḇ  

˲1˳  2019 1ᴗ ᶘ   ⱧỘᾆ ᵓ 

ˢNPO ΜθϙӺᶘᾆẕ ЈрЌ˔Ặ℗ˣ 

① 参加者数と内訳：27名 

医師 10 名( 麻酔科４ 緩和医療科２ 内科１ 外科１ 理学療法科１ 皮膚科１) ・看護師

７名・薬剤師３名・理学療法士 7 名 

② 研修成果（表１） 

研修会での知識や理解の修得として、６項目に分けて回答を得た。 
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少し理解できた、とあまり理解できなかった、のいずれかが 3 個以上であった職種は、医師

２名、看護師１名、薬剤師１名であった。項目的には薬物療法、運動療法、集学的アプロー

チに関しては、職種により１回の受講では十分な理解が困難な場合もある、という結果とな

った。 
 

③ 研修会前後での変化 

以下の慢性疼痛に関する 15 問について、受講者の変化を研修会開始前、終了時に回答して

もらった。前後の平均値を示す。 
 

1:ροϜζΞ◘Ξ 

2ʿζΞ◘Ξ 

3ʿ ΰζΞ◘Ξ 

4ʿ ΰζΞ◘ϩσΜ 

5ʿζΞ◘ϩσΜ 

6ʿ ΨζΞ◘ϩσΜ 

 質問内容 前 

平均値 

後 

平均値 

１ 痛Ыо説明Ѕз病態ϸлІϷϷ中程度ЃϷЖϰ場合Зϝ患者ϸ

強ϰ痛Ыо訴ϴВϰз場合ϝ患者Л痛Ыо誇張 過大評価 Ѓ

ВϰзϿДо意味Ѕз 

4.32 4.5 

２ 背部痛КϮз患者З多職種ѠーѿГ治療ЗϮЋзДϝ生活К障

害а痛Ыо減еЃϝ復職о促ЅϿДЗ効果ϸϮзДϰϲчѲѦ

ҒјϸϮзϞ 

2 2 

３ 慢性痛о有Ѕз患者З϶ϰВϝ痛ЫК訴ϴДϝ生活К障害К程

度Лϝ常Здϻ相関ЅзϞ 

3.48 3.35 

４ 脊髄Ддж高位К中枢神経Лϝ知覚過敏о含Ь神経障害性疼痛

К症状а兆候К発生ЗЃМЃМ関与ЃВϰзϞ 

2 1.88 

５ 慢性疼痛ГЛϝ痛ЫК強Ёϝ精神的苦痛ϝ身体機能о評価Ѕз

ХϹГϮзϞ 

1.56 1.5 

６ SSRIЛ神経障害性疼痛З有効ГϮзϞ 2.78 3.54 

７ 背部手術К治療成績Лϝ身体的所見джЮ心理社会的要因ϸ関

連ЅзДϰϲчѲѦҒјϸϮзϞ 

2.88 2.69 

８ 何年Ю変леЖϰ形Г持続ЃВϰз慢性К痛ЫЛϝ明確Ж原因

а治療ϸЖϰϿДϸϮзϞ 

2.44 2.12 

９ 患者ϸ自身К痛ЫϷе気о紛елЅϿДϸГϹз場合ϝ通常ϝ

強ϰ痛Ыо感ЄВϰЖϰϿДо意味ЅзϞ 

4.24 4.46 

10 痛Ыо軽減Ѕз唯一К方法ГϮЏЋДЃВЮϝ原因不明К慢性

痛ЗЛщѳщуѨГ治療ЅХϹГЛЖϰϞ 

4.44 3.88 
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11 痛Ыо生ЄВϰз器質的病変ϸЕϲϷϸщѳщуѨо使用Ѕз

Ϸо決定Ѕз際К主Ж要因ДЖзϞ 

3.96 4 

12 痛Ыо生ЄВϰз器質的病変ϸЕϲϷϸщѳщуѨо使用Ѕз

Ϸо決定Ѕз際К主Ж要因ДЖзϞ 

5.2 5.54 

13 ЁЪЂЪЖ種類К痛Ыо診断Ѓ治療Ѕз方法о理解ЃВϰзϞ 4.44 3.04 

14 認知行動療法Л慢性痛З非常З有効ГϮжϝ多ϻК患者К治療

ЗГϹз限ж早期З適用ЁизХϹГϮзϞ 

2.24 2.77 

15 痛ЫођҒѧҌーҊЅзЋЭЗ使用ГϹзńщѳщуѨ受容体作

動薬 例 ҁҊѱѬ К投与量ЗЛ上限ϸϮзϞ 

3.36 3.15 

 

④ 研修会の感想 

研修会の感想では、研修会に参加してよかったという意見が全員にあった。その中で改善点

として、①各項目をさらに詳細に知りたい、②各項目でのデイスカッションをさらに長く行

えたらよかった、③症例検討は大変役に立ったがさらに検討する時間を長くとってほしい、

④薬物療法については薬一覧などの別表がほしい、⑤疼痛強度以外の痛みの評価に関しては

詳細な評価法を教えてほしい、などの意見があった。 

 

˲2˳ 2019 1ᴗ ϙρ χϸрТϮйрІ  

① 参加者数と内訳 52名 

医師 15名（麻酔科 10緩和１精神科１整形外科１研修医 2）歯科医 9 名 

理学療法士 9 名 臨床心理・心理学 5 名 看護師４名 鍼灸師 8 名 その他 2 名 

② デイスカッション内容：「術後急性期におけるペインリハビリテーションについて」では、

腰椎疾患の疼痛回避により長期間不良姿勢であった患者の腰椎手術急性期のリハビリテー

ションという特殊ケースであり、恐怖回避行動を予防しながらの運動療法の重要性について、

質疑された。 

｢難治性疼痛患者に対する運動療法の実際｣では、多職種の連携が必要で有用なケースが紹介

されたため、医師、心理士、看護師、理学療法士から、難治性疼痛の患者の評価や運動療法

のすすめかたへの取り組みに関する質疑応答、コメンテーターからの専門的なコメントやア

ドバイスが発表された。 

 

͓ʽ₈ῇχᴿ  

① 各地区での慢性疼痛診療の連携推進には、研修会やカンファレンスは、開業医や多職種

の業務を考えると、短時間で単位制のようなものを導入することも有用と考える。 

② 今回は新型コロナウイルス肺炎による自粛から、他大学連携の研修会が中止となったが、

東京地区では病診連携もさることながら、大学間の連携の推進、また本事業に参画していな

い大学との共働などにより、さらなる均てん化が推進されるため、今後の課題としたい。 

③ 多職種連携や教育において薬剤師の参画が少なく、薬物療法の患者指導に関する連携も

含めて今後の課題である。看護師に関しては臨床経験が豊富であるため、慢性疼痛診療の構

築には大きな役割を果たすと考えるが、慢性疼痛に特化して従事することが現状の臨床では

困難である。また疼痛専門科以外の医師への啓蒙もさらに必要とされる。 
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ΣϩϤτ 

多忙な中で本事業に協力してくれた院内スタッフ、関東甲信越地区のメンバー、研修会参加

のみなさま、すべての方々に感謝を伝えたいと思います。NPO法人いたみ医学研究情報セン

ターの内藤理恵さんの御協力にも大変感謝申し上げます。ありがとうございました。 
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2019    ЯДиⱧỘ 

Ἴ Ṱ ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

 

 

慶應義塾大学医学部麻酔学教室 

小杉 志都子 

 

〔 院内協力者 〕 

慶應義塾大学医学部麻酔学教室 

西村 大輔 

篠原佑太 

辻 収彦 

慶應義塾大学医学部精神・神経科学教室 

藤澤 大介 

田中 智里 

 

慶應義塾大学医学部リハビリテーション医学教室 

石川 愛子 
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☼ τΣΪϥЯДиⱧỘχ  

本施設は、約 35 の関連教育中核病院を所有する大学病院の特性を利用して、慢性疼痛診

療構築モデル事業を通じて、慢性疼痛診療に精通する医療人の教育・排出を目標とした。ま

た、新宿区・中野区・杉並区を中心とした地域の基幹病院としての役割を生かし、連携医療

機関に慢性疼痛診療の情報を発信し、医療紹介連携を深めることも目標とした。 

 

ЯДиⱧỘχ χם∑ 

͍ʽ 1ᴗ  Ἴ Ṱ ᶘ ᾆ ᵓ 

［開催日］ 令和元年 11 月 23 日 木曜日 9 時～14 時 

［場 所］ 慶應義塾大学 信濃町キャンパス 予防医学校舎 3 階 

参加者 35 名 

慶應関連病院および近隣医療機関の医師・歯科医師・臨床心理士・理学療法士・看護師を対

象とした慢性痛診療（慢性疼痛症候群・レッドフラッグの評価・薬物療法・評価・補償体系・

患者コミュニケーション・運動療法）に関する研修会を実施した。 

 

  

 

第 1 回 慶應義塾大学 慢性疼痛診療研修会パンフレット 
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͎ʽ 2ᴗ  Ἴ Ṱ ᶘ ᾆ ᵓ 

［開催日］ 令和 2 年 2 月 21 日 

［場 所］ 慶應義塾大学 信濃町キャンパス 予防医学校舎 3 階 

参加者 27 名 

慶應関連病院および近隣医療機関の医師・歯科医師・臨床心理士・理学療法士・看護師を対

象とし、マインドフルネスの概略と慶應病院での実践（講師：慶應義塾大学医学部精神・神

経科医師 藤澤大介・田中智里）および慢性疼痛患者に対する ACT実践演習（講師：名古屋

市立大学病院いたみセンター臨床心理士酒井美枝）を行った。 

 

 

第２回 慶應義塾大学 慢性疼痛診療研修会 
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͏ʽ ӽӺ ὀʾḆּיễӾ ГϺІЕ⌠  

慶應義塾大学病院 痛み診療センター における集学的治療におけるマインドフルネス心理

療法・運動療法の患者教育用のテキスト（なごみテキスト・理学療法腰痛テキスト・頚部痛

テキスト）を作成した。本テキストは、専門医の監修のもと作成され、上記研修会において

関連病院・連携病院の医療者にも配布し、集学的治療の知識を深めるための教材として使用

した。 

ϣϦθ ᴮϞḇ  

第 1 回 慶應義塾大学 慢性疼痛診療研修会では、35 名（内訳：医師 7 名・歯科医師 12 名・

理学療法士 10 名・作業療法士 1 名・薬剤師 2 名・心理療法士 1 名・保険士 2 名）が参加し

た。NPO 法人痛み医学研究情報センター提供の体系化された教材をもとに滞りなく研修会

を遂行することができた。第 2 回目は、慢性疼痛に対する心理療法をテーマとした研修であ

り、当大学オリジナルの題材であった。心理療法は、国内外の慢性疼痛診療ガイドラインに

もおいても推奨度は高いものの、国内ではまだ提供できる医療施設や医療者の数は少ない。

本研修会では、マインドフルネスや ACT 療法の実践を行った。将来的に医療者間での普及

に少しでも繋がることを期待したい。 

 

ζχ ˢꜛ Ṝ∏ˣ 

本大学は今年度はじめて慢性疼痛診療構築モデル事業の連携施設として活動した。本事業の

代表者である順天堂大学 井関雅子先生、NPO 法人痛み医学研究情報センター 内藤理恵

さんのご協力を賜り、滞りなく本学での慢性疼痛診療研修会を遂行できたことに感謝の意を

表したい。 

 

理学療法テキスト（頚部・背部編） 

 

 

 

マインドフルネス心理療法「なごみテキスト」 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

ᶘ ʿ ᶘ 

 ʿ ᶘӺᶘ Ԛ ϙЈрЌ˔ 

Ԛ Ẹ  : יּ

♃      ᴬ 

 ◄ ễ ʺЈрЌ˔  Ἱᵰᴬ 

ᴅ︣ `  ễ  ʾ ʾךּ ᴬ 

 ֵ◄ ễ ʺ ЈрЌ˔  “ ЈрЌ˔ 

  ễ  зМРзГ˔Єдрᴬ 

ῢ ◓ ễ ʺ ЈрЌ˔  Ḝ ϾϯЈрЌ˔ 

  „◖ Ὂᴬ 

╣ ễ ◓ה   Ὂ ᴬ 

 ῶ  ễ ʾ ʾḜ Ӻ ᴬ 

ԅ  ԁ  ễ Ἱᵰᴬ 

Ệ  ӺԌ Ḓ ᴬ 

 ṝ◓ −◖ −  

  ϙςϤ Ḙῐ● Ḙῐ  

  ᶘ ● зМРзГ˔Єдрᴬ 

 ἴᵒ ●  

╦ ○ ●  

◕ᾖ ◓ SWʺּזᵓ ♅●ʺ ὲ ♅●  

 

ὀ Ԛ ʿ ӻзМРзГ˔Єдр Ἱᵰᴬʺ ᾉάςϜ Ԛʺ 

Ἱᵰᴬʺ ЌЭІ֦ӗ Ԛʺ╦ᴈ ἹϼзИАϼʺ ● Ἱᵰᴬ Ԛʺ 

Φϖ˔ϥϼзИАϼʺ⁯ Ԛ 
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͍. άϦϘπχᶨ ρ ᴮ 

2019 7 Ὦ 1 τ ᶘӺᶘ Ԛ ϙЈрЌ˔Ϭᵫ ΜθΰϘΰθʻ ρ

ΰοψʺˮ ϙЈрЌ˔˯ꜛ πψ ϙ ψ“ϩγʺἇ σ ʾⱵ ψṌ χ

πΚϥ Ἱᵰᴬʺ ʾ ʾךּ ᴬʺ ʾ ʾḜ Ӻ ᴬˢЧϱрϼзИА

ϼˣ̋ Ὂᴬʺ Ὂ ᴬʺзМРзГ˔Єдрᴬʺ › ᴬʺ Ḓ ᴬʺḜ Ͼ

ϯЈрЌ˔ʺ “ ЈрЌ˔σς χ π“μοΜϘβ ά̒Ϧϣχ ᴬχӺ◖ʺ

Ḙῐ◖ʺ῝ ◖ˢ ●ˣ̋ ᶘ ●ʺ⌠Ộ ●ʺЊ˔Єаим˔ϸ˔ʺ −

◖σςʺӰσϥ ІЌАТΥʺ ῀τ ὀˢԚ ᵒϞ 1-2 ϸὮτ 1ᵕχ› ϸрТϮй

рІσςˣΰʺᾤˑχḆּיήϭχ ϙχᾖԍẕ ρζϦτ βϥ σⱵ ( ᶘ Ⱶ )

Ϭ“μοΜϘβʻ 

 

͎. χᶆ ỸτΣΪϥЯДиⱧỘχ  

ᶘӺᶘ Ԛ ϙЈрЌ˔Ϭ ρΰʺ ϼзИАϼϞԁ ᴬϼз

ИАϼρ ὀΰθ Ϭ ΜθΰϘβ ζ̒χԁḕρΰοӺ◖ΣϢόЀЮДϰ

ϸиΰΪχ τḩβϥᾆ ᵓϬם☼ΰϘβʻ 

 

͏. ЯДиⱧỘχ χם∑ˢᾆ ᵓϞζχ ˣ 

2019 11 Ὦ 10 ( )τ NPO ΜθϙӺᶘᾆẕ ЈрЌ˔ρ ᶘ Ἱᵰᴬ

χẶ℗τοῡ  ᾕ    ЯДиⱧỘ ᾆ ᵓ 

in  ╥ᴥּי Ϭᵫ℗ΜθΰϘΰθʻ ᾉπχᵫ℗ψ₈ᵕΥ 3ᵕ πΰθΥʺḩ ☼

Ϭḯϛ Ψχ ΣϢόЀЮДϰϸиχᵧ τέ╥ᴥΜθιΦϘΰθ ᾆ̒ ᵓψʺ

χᵵ Τϣ ʺ֫ Ѐ̋ЬвИϾ˔Єдр Ϟּזᵓ ὂχ ᴣσς σ

Г˔Ыτḩβϥ Ϭ ᶆ̋ π ԁ χ τέ„םΜθιΦ ή̋ϣτζϦηϦχГ˔

ЫτνΜοϽи˔ФДϰІϸАЄдрϬ“ΞρΜΞἹ꜠πΰθʻ τ₈ᵕψʺ ᶘӺᶘ

Ԛ ϙЈрЌ˔ ●  ἴᵒ τם∑τ Ԛ ϙЈрЌ˔π“μοΜ

ϥ χέ ᵒϞ ά̋ϦϘπτ ϣϦθ ᾆẕД˔ЌτνΜοέ„םΜθιΦϘΰθʻ

ςχ„םϜ τ ν π Ϙ̋θϽи˔ФДϰІϸАЄдрϜ Μτ Ϥ ΥϤϘ

ΰθʻ 
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͐. ϣϦθ ᴮϞḇ  

ᾆ ᵓ ῇχϯрϾ˔ЕπψӟᴞχϢΞσᵕ ΥΚϤϘΰθʻ 

ʾRed FlagϬᾋ ήσΜϢΞṓϬ Ϊο τ θϤθΜρ◘Ξ 

ʾ χ ψ Υ ΨϢΨϩΤϣσΤμθΥʺ„םϬ Φ ꜡ ΥπΦθ 

ʾ τΣΜοϜ֫ Υ ιρΜΞάρϬ™ ΰθ 

ʾ ϙЈрЌ˔πם∑τ“μοΜϥ Υ ϦοϢΤμθ 

ʾ ϙЈрЌ˔ Ḇּיχ ΨψΞνἱΰτΚϥρΜΞάρΥ ὢ ιμθ 

 

͑. ζχ   

ϙЈрЌ˔χΩ ᴿ ρΰοӟᴞχ 2 Ϭם☼ΰοΜΦϘβʻ 

 − ► χ  

ḩ ☼ ρ ὀΰ ᾉτΣΪϥ ḩ −χ ► Ϭ ΰο“ΦϘβʻ 

τếϷСϷϱЖχϚϞϙσ► Ϭ ΰθΜρ―ΠοΣϤϘβʻ 

 

 ϙЈрЌ˔ϷзЅЗиχ Ⱶ ᵠ ФкϽжЭ⌠  

ӟᴞχ 3 τνΜοχ ԁФкЕЀ˔и(ІЫШϯФз)Ϭ⌠ πβʻ 

1. зМРз 

2. ֫  

3. “  
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2019    ЯДиⱧỘ 

ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

Ṑḩ︠☼ם  יּ

ʿ̟͍͌͑˵͔͓͍͐ Ằ  Ỹ Ệ͏˵͍͕˵͍͔ 

Ṑḩ ʿ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ Ԛ 

ʾ ʿ ᴬᶘ„℅ „℅ ễ ʾЧϱрϼзИАϼ  

♃ ʿ  ԁ ה

E-Mailʿuezono@jikei.ac.jp 

TELʿ03-3433-1111(  4040) FAXʿ03-5401-0454 

 

ψαϛτ 

ᶘπψʺ ᾕ χⱧỘ Ϭˮ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ Ԛ τΣΪϥ σϣό

τ ᴬτϢϥ χ  ˯ρ ϛʺ ᵕχᾆ ᵓϬ“μθʻζχᵵ Ϭӟᴞ

τ ⁮βϥʻ 
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͍ʽᾆ ᵓˮ χЎ˔ЭӺ ρψᴡΤ˙ЄϯЕиτᶘϐ˙˯ 

ˢ ʿ ˣ 

 

 ᾕ 11 Ὦ 14 χ 18 ⱲϢϤ 21Ⱳ₇Ϙπʺ ṜχЌϱЕиχᾕτ 4 χ

τϢϥיּם χⱵ τḩβϥ„םᵓϬᵫ℗ΰθʻϕϖ ԌπΚϥ 50 χ╥ᴥּיΥ

ϘϤʺ τΣΪϥ σ Ⱶ χᵵ ʺ ⁯τΣΪϥ χ ◊ρ τ

ḩβϥῢםϬọ Ψ „ΰθʻФкϽжЭψӟᴞχ ϤπΚϥʻ 

 

Ⱳʿ ᾕ 11Ὦ 14  18:00˙20:35 

ᵓ ʿ ẰӺᴬⱦᴬ ᶘM&D Ќм˔2F Ặ „Ṱע 1 

ʿ Ằ ẰỸ 1-5-45 

ʿ ϙ τḩϩϥӺ◖ρЀʾЮДϰϸиʺ 50  

 

ФкϽжЭʿ 

18:00-18:05 ᵫᵓχҼ╕  ˢ ẰӺᴬⱦᴬ ᶘˣ 

℅  ӻḩ ᵏ◓ˢ ᶘˣ 

18:05-18:30ˮⱭἻӺ χ ϙ ˯ Ḯ ῴˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

18:30-18:55ˮ χ “ ˯   Ύ“ˢ ≤Ӻᴬ ᶘˣ 

18:55-19:25ˮ Ệ ԚτΣΪϥ ᶘ ϙЈрЌ˔ᵰ χם∑˯ᴥ ˢם  ᶘˣ 

℅   ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

19:35-20:30 ˮ ⁯τΣΪϥ Ⱶ χ ρⱵ ˯  ԁ ˢмЄрЕр ᶘˣ 

20:30-20:35 ᵓχҼ╕ ה ԁˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

 

︠℗ʿ   ЯДиⱧỘ 

Ặ℗ʿ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ ᴬᶘ„℅ ẰӺᴬⱦᴬ ᶘ ᶘԚⱦᴬ Ӻᶘ  
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Ḯ♃ψʺ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘЧϱрϼзИАϼτΣΪϥ χᵵ Ϭ ᵒΰθʻЧϱр

ϼзИАϼ Ӻτ ●ʺ ᶘ ●ΥᴥϩμοẶ πḆּיχϾϯϬ“Μʺ ἹᵰᴬϬ◐ϛ

ᴬρχ ὀτϢϤ ρⱵ Ϭᶘ∑ τ ϛʺḩ ᵫỘӺϼзИАϼρχ ᵒʾẄ ᵒϬדᶪτ

“ΞЄІГЭϬ ᵒΰθʻ 

  ♃ψʺ ≤Ӻᴬ ᶘЧϱрϼзИАϼτο“μοΜϥ χἇ Ϭ ⇔τ ᵒΰθʻḆּי

Υˮ Μ˯ρΜΞάρϬζχϘϘτ Πϥԁ ʺ ΰθἱ τϢϤζχ ὂτ ∕βϥ ᵓזּ

ԍ◓Ϭ ΠʺḆּיԁ ԁ χ ΤϦθ ệϞ ὂԍ◓χ ᵔτ ϛϥάρϬ ϓθʻάϦϣχ

τṁξΦʺ “ ϯФк˔ЎτϢϤʺḆּיτṄϤ ΜσΥϣʺṓ ρ ᶨϬᵠ βϥ

ΰπⱵ Ϭ ϛϥϓΦπΚϥάρϬ ϓθʻϚϞϙσ −ʾ ὊУкАϼχ► τϢϤˮ πΦ

σΜ ϙϬ︡ϧΞ˯ρβϥ ◒ τ ΰοὕ Ϭ ϣΰθʻ 

ᴥ ♃ψʺ ᶘ ϙЈрЌ˔π“μοΜϥ σᶘ∑ Ў˔ЭӺ τνΜο ⇔

τ ϓθʻ ΤϣḘῐ◖Ϟ ᴬӺΥḩϩϤʺΩ τЧϱрϼзИАϼ ӺΤνЈрЌ˔

πΚϥ ♃Υ ρσμοṳ Ϭ“ΜʺⱵ ϬὨ ΰο ϛοϠΨ Ϭᵔ ΰθʻάχϢΞ

σЎ˔ЭӺ Ϭ τ“ΞάρτϢϤʺᶆ  Ԍχ ʾⱵ ІϺиΥΰ ΰʺḆּיχϯϳЕϸ

ЭϜ ΦΨΰ ΰοΜϥρΜΞ ᴮϬ ᵒήϦθʻ 

♃ψʺ ⁯мЄрЕр ЄϯЕи◕χмЄрЕр ᶘ ᴬḩ ԚτΣΜοʺֶ

τὀϩμοΦθὊᾓΤϣʺ ⁯τΣΪϥ Ⱶ χᾝ ρ Ϭ ᵒήϦθʻ ψӟᴞχ

ϢΞτ ήϦϥʻ ϬⱵ βϥθϛτψʺ −ϞϱрЌ˔ЦрЄдрⱵ Ϭ“ΞϢϤϜʺ

“ χ Υ Ττ῟ πⱲḧρЀІЕΥӊ τ σΨↄϚάρΥ 30 χ ᾆẕπ

ϣΤτσμοΜϥʻζϦτϜῺϩϣγʺ‰ᶛσϱрЌ˔ЦрЄдрⱵ Ϭ᷉ϛϥḼỘἪρʺ‰

ϬẐϛϥӺ◖ʾ Ԛρχḧχ ʺ χיּ Ⱶ кР˔ᶨ τϢϤʺ ︠ ρσϥϓΦ ЀІ

ЕΤν σל “ χЄІГЭχ ʾ ẉΥ ΫϣϦοΣϤʺ ρήΠᾋϣϦοΜ

ϥάρʻ ϙτ ΰο Ϭ ρβϥ ϬӗӬτ Ӻ Υ ʺβϥάρτϢϤט ΨχḆּי

χϷСϷϱЖӢ Υ αοΜϥάρʻḆּיχ ϙψ πΚϥΥʺ ϙψ Υ ΦΜ

άρΥ ᴬᶘ τϜם ήϦοΣϤʺ Ӝτ ԍτᾧִיβϥӺ χ Υ ΦΜάρʻм

ЄрЕр ᶘπψ 1̋ΤὮτϩθϤϽи˔Фπ “ Ϭ ρΰθⱵ Ϭ“ΞФкϽжЭΥᾝ

∕πϜ ῟τṐ ΰοΣϤ J̋.J.BonicaΥ ◐ΰθ ϙχ Ӻ χ Υ τ︢ϣϦӾοϣϦ

οΜϥάρʻӟ πΚϥʻ„םρלṮᴂ Ϭḯϛο 1.5 ⱲḧτϩθϤʺ Ψχ╥ᴥּיχọ ϬếΨ

ԏΦνΪʺ πχ χΚϤ Ϭ Ψ―Πήδϥ πΚμθʻ 

Ωῇτʺיּםρ℅ ʺ╥ᴥּיϜᴥϩϤṜ אּ Ϭ╖ֲΰˢӟᴞˣʺ ᵓρΰθʻ╥ᴥּיτψḩ π

Ϭ τ“μοΜϥ χз˔Ѝ˔Υ ΨḯϘϦοΣϤʺ╥ᴥּיΤϣχЮ˔иπχ

ốΥ‰Τμθʻ χ Ϭ ΰΜ ΰτ Ψ ΦσϱрОϼЕϬ ΠϥάρΥ θρ

―ΠοΜϥʻ 
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͎ʽᾆ ᵓˮ ᾆ ᵓ˯ 

（担当：濱口孝幸） 

 

2 2 Ὦ 2 χ 9Ⱳ ϢϤ 15ⱲϘπʺ ṜχЌϱЕиχᾕτ 6 χיּםτϢϥ

χ ᴣ ϞⱵ σςḩβϥ„םᵓϬ“Μ ῂ̋ῇτψם∑χ τνΜοᶆϽи˔Ф

5 ˴ТϮЄзГ˔Ќ˔πζχ τ σ ᴣ ϞⱵ σςτνΜο Ϭ“σ

μθʻ ψ 30 χ╥ᴥּיΥ ϘμθʻФкϽжЭψӟᴞχ ϤπΚϥʻ 

 

Ⱳʿ 2 2Ὦ 2   9:30˙15:00 

ᵓ ʿ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ 2‹Ḭ 1001ᵓṳע 

 

ФкϽжЭʿ 

9:30-9:35 ᵫᵓχҼ╕  

9:35-9:45  ФйГІЕ 

9:45-9:55  ᶆϽи˔Ф χꜛᾪ ᵒ 
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℅  ῢῪ`ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

9:55-10:10 ˮ ῙἪρψ˯ ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

10:00-10:30 ˮRed Flagχ ᴣ˯ ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

10:30-10:50 ˮ χ χ►Μ ˯ ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

10:50-11:10  ˮ πψ ϙӟᵰχ ᴣΥ ˯ 

Ḯ ῴˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

11:20-11:50  ˮ ḆּיρχЀЬвИϾ˔Єдр˯ 

Ẍˢטּ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

11:50-12:15  ˮ τΣΪϥ֫ ˯ 

ԁ ˢһ Ӻᴬ ᶘ ᶘ∑ ϙЈрЌ˔ˣ 

13:05-14:50  ˮ ᾁ ˯ ῢῪ`ˢ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘˣ 

14:40-15:00   ЪІЕГІЕʺϯрϾ˔Е 

 

︠℗ʿ ẰⱭἻᵓӺᴬ ᶘ ᴬᶘ„℅ 

Ặ℗ʿ NPO ΜθϙӺᶘᾆẕ ЈрЌ˔ 

 

♃ψʺꜛ χ fMRI Ϭ►μθᾆẕ ᴮϬᾕτʺ Ⱶ ˢ τ ӲỪ Ϟ › ộ

ῙἪˣτ σ Ṑ χ ᴟϬ ᵒΰθʻ τᴞ“ ὉϞ ὉχṐ ᴞΥ

ϙϬ ᴟΰοΜϥ ԍπΚϤʺ χⱵ τΣΜοψζϦϣϬᵕ ήδοΚΫϥϢΞσϯФ

к˔ЎˢḆּיήϭϬ αʺḆּיήϭΥⱵϥάρẶτ αʺ θάρϬẶτḿϐσςˣΥ πΚ

ϥάρϬᵔ ΰθʻ 

♃ψʺ ḆּיϬ ╔ πχḾᾑ ‹(Red Flags)τνΜοἇ σ Ϟʺᾋ ΰϬ Ω

θϛχТк˔Ўа˔ЕϬꜘΰσΥϣᵔ ΰθʻ ╔ⱲχСАЕШ˔иρΰο Ӫ Ϟ

ᾧ ʺ◘―ФкЈІχ ˢ ◘―ρ ḇ ◘―χ ʾὧ ˣʺ НϱϯІˢAvailabilityʺ

Base rate neglect̋ Representativeness̋ Confirmation ʺPremature closurex τνΜοᵔ ΰʺ

Ϭ“ΞⱲχ Ӫ Ϭ ΰθʻ 

♃ψʺ Ⱶ ϹϱЖжϱрϞ Ὂ ᵲ Ⱶ ϹϱЖжϱрσςϬᾕτ

τ βϥ Ⱶ τνΜοᵔ Ϭΰθʻẍ ρ ӸΜΤϣ ϒχ Ⱶ χᵒ

χӸΜϬ βϥρẶτʺ χ πϜ֫ Ṁ ρ Ⱶ ˢ ӲỪ Ϟ CRPS

σςˣτ βϥ Ⱶ χӸΜϜᵔ ΰθʻ 

Ḯ♃ψʺ Ϭ βϥḆּיχ ᴣτΣΜοψʺ ϙꜛ χ ᴣρẶτ ᵓЯДиזּ

τṁξΜθ ᴣΥ πΚϥάρϬ ΰθʻἇ σ ‮ ˢᴪ   ʾ ệʺ Ӿ ʺ

ᶨχ ệ ᶘ̋ ʾ Ϟζχ ệʺ Ϟ ʺ Ῠ Ⱶ̋ ϒχṍ ḇσςˣ̋ІЀϯs HADSʺ

PCS̋ EQ5D σςˣϬꜘΰʺם∑χᶨ Ϭᵔ ΰθʻ 

♃ψʺ ḆּיρχЀЬвИϾ˔ЄдрτΣΪϥ Ӫ τνΜοᵔ ΰθʻӺ ψṁיּ
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τⱵ τ σ Ϭ◙ τ βϥἱΰΥΚϤʺԁ πḆּיψ ΠϬ ΜοϜϣΜθΜρΜ

ΞἱΰΥΚϥ ζ̒χϢΞσˮ Ḇּי-Ӻ◖ḧπχ ꜡χӸΜ Υ˯ЀЬвИϾ˔ЄдрϬ₉ τΰοΣϤʺ

ϘγψḆּיχ ΠϬἱ ΰʺẶḇϬꜘβάρΥ πΚϥʻζϦτϢϤ ῨσḩἰϬ Μθ πⱵ

σςχ ϬΰοΜΨ ΥΚϥάρϬ ΰθʻ 

♃ψʺṁ ᾆẕτΣΜοꜘ€ήϦοΜϥ֫ σςχᵔ Ϭ“ΞρẶτʺם∑χἇ

σ Ϭ ꜘΰʺςχϢΞτ֫ ◙ Ϭ“σμθΤϬᵔ ΰθʻἇ τψ֫ χế ʾὋ

ⱲḧϞ ӡˢ Μ ӡϬ ΤβάρΥπΦσΜ ›ψʺ χ ӡχзМРзΤϣᵫ◐ˣσςτν

Μο ΰθʻ 

ᶆ„ם ῇτʺם∑τЧϱрϼзИАϼϬ ήϦθ 3 τνΜοᾁ Ϭ“σμθʻϘγʺ

χ︠ ʺᾝ ʺṌᴁ ʺᾁ₰ ʺⱵ ʺ ᾋσςϬ ꜘΰʺ χ„ם Ϭ╥―τᶆ

Ͻи˔Ф 5 ˢ›ὓ 6 Ͻи˔ФˣρТϮЄзГ˔Ќ˔1 πᶆ τΣΪϥ ᴣ‮ ʺ ᴥᾁ

₰Ϭᾁ ΰθʻζχῇʺϽи˔Ф πТϮЄзГ˔Ќ˔Τϣ χ ⇔Ϭ ꜘΰʺⱵ τνΜ

οᾁ Ϭ“σμθʻ 

ῢ♃ψ 3̋ χם∑χὊᵃτνΜοʺ πΚμθ ᴣЪϱрЕϞם∑χⱵ ᵒ τνΜοᵔ

Ϭ“σμθʻ 

ΩῇτʺЪІЕГІЕʺϯрϾ˔ЕϬṜ∏ΰοϜϣΜᾆ ᵓϬ ρΰθʻ 
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プレ・ポストの内容は以下 

1 
ϙϬ βϥ ΥϩγΤΤ ΰΤσΜ ›τʺḆּיΥếΜ ϙϬ ΠοΜϥ ›ʺ

Ḇּיψ ϙϬᾹ ˢᵃ ᴣˣΰοΜϥάρϬӪ βϥ 

2 
χΚϥḆּיτ Ў˔ЭπⱵ τΚθϥρʺ ᶨχ ᵲϞ ϙϬᾚϣΰʺ Ϭ

βάρτ῟ᴮΥΚϥρΜΞϵРДрІΥΚϥʻ 

3 Ϭ βϥḆּיτΣΜοʺ ϙχ Πρʺ ᶨχ ᵲχ ψʺ τϢΨ ḩβϥʻ 

4 
ρϢϤ‰ӡχ Ὂψʺ ᶐᵃ ϬḯϚ Ὂ ᵲ χ Ϟ Ῑχ τΰωΰ

ωḩ ΰοΜϥʻ 

5 πψʺ ϙχếήʺ ἂ ʺ Ṑ Ϭ ᴣβϥϓΦπΚϥʻ 

6 SSRIψ Ὂ ᵲ τ ῟πΚϥʻ 

7 
︣ χⱵ ψʺ ᾋϢϤϜ ᵓזּ ԍΥḩ βϥρΜΞϵРДрІΥΚ

ϥʻ 

8 ᴡ Ϝ ϩϣσΜἹπⱱ ΰοΜϥ χ ϙψʺ ᶎσᾖԍϞⱵ ΥσΜάρΥΚϥʻ 

9 
ḆּיΥꜛ χ ϙΤϣṓϬ ϣϩβάρΥπΦϥ ›ʺ ʺếΜ ϙϬḇαοΜσΜάρ

ϬӪ βϥʻ 

10 
ϙϬὖᾚβϥ ԁχ πΚμθρΰοϜʺᾖԍ χ τψϷСϷϱЖπⱵ βϓ

ΦπψσΜʻ 

11 
ϙϬ αοΜϥṀל ΥςΞΤΥϷСϷϱЖϬ► βϥΤϬὨ βϥ∑χ︠σ ԍρ

σϥʻ 

12 χϕρϭςχḆּיπψʺ ρ χ χϙπ ῟πΚϥʻ 

13 ήϘίϘσ χ ϙϬ ΰⱵ βϥ Ϭ ᵔΰοΜϥʻ 

14 
“ ψ τ τ ῟πΚϤʺ ΨχḆּיχⱵ τπΦϥᾢϤ ṍτ ήϦ

ϥϓΦπΚϥʻ 

15 
ϙϬЀрЕк˔иβϥθϛτ► πΦϥѧϷСϷϱЖ ⌠ ˢ ʿЯиПКˣχ

τψ ᾢΥΚϥʻ 
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以下に各項目の回答人数を示す。 

 

ל   ˢФйГІЕˣ 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

ροϜζΞ◘Ξ 0 8 4 4 17 1 1 4 0 2 1 3 0 5 6 

ζΞ◘Ξ 2 13 10 17 11 10 7 15 7 5 6 0 1 10 9 

ΰζΞ◘Ξ 12 7 2 6 1 10 10 5 9 7 8 2 7 13 5 

ΰζΞ◘ϩσΜ 4 1 5 1 0 1 5 0 5 6 7 1 5 1 1 

ζΞ◘ϩσΜ 9 0 6 0 0 2 4 5 7 7 4 12 10 0 6 

ΨζΞ◘ϩσΜ 2 0 2 0 0 0 0 0 1 1 2 11 6 0 1 

 

ל   ˢЪІЕГІЕˣ 

  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

ροϜζΞ◘Ξ 1 11 5 5 16 5 5 7 1 0 2 0 1 7 8 

ζΞ◘Ξ 6 13 10 17 12 8 10 13 3 6 7 0 3 8 11 

ΰζΞ◘Ξ 7 4 6 6 0 8 5 3 6 8 6 2 18 12 7 

ΰζΞ◘ϩσΜ 2 0 3 0 0 1 5 2 8 6 6 1 4 0 0 

ζΞ◘ϩσΜ 8 0 3 0 0 2 1 3 7 8 7 14 1 1 2 

ΨζΞ◘ϩσΜ 4 0 1 0 0 1 0 0 3 0 0 11 0 0 0 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ẸӺᴬ ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

獨協医科大学 麻酔科学講座 

研究分担者：山口 重樹 

研究協力者：木村 嘉之，藤井 宏一 

 

͍ʽάϦϘπχᶨ ΣϢό ᴮ 

2018 年度は，慢性疼痛診療体制構築に向けた活動の第一段階として「慢性疼痛診療」の

存在を啓蒙することを目的とし，慢性疼痛診療の基礎知識に関する研修会を開催した。 

研修会への参加者募集に際し，地域医師会のメーリングリストなどを活用し広報を行った。

しかし受講応募者は少なく，医療者の慢性疼痛診療に対する意識が低いことが再認識された。 

研修会は他分担機関と内容を平均化するため共通の教育コンテンツを使用し行ったとこ

ろ，受講者からの評価は高く研修内容に関しては適切であると判断できた。特に，コミュニ

ケーションスキルに関しては多くの受講者が興味を示していた。 

 

͎ʽ χᶆ ỸτΣΪϥЯДиⱧỘχ  

・「慢性疼痛診療」の存在を啓蒙する。（昨年度からの継続） 

・慢性疼痛診療にかかわる医療者間で情報共有システムの構築。 

・慢性疼痛診療の基礎知識の教育。 
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͏ʽ ᾕ ψӟᴞτꜘβ 3ᴗ χ ᾆ ᵓϬὓᵊΰʼ͎ᵕם☼ΰ

θʻΰΤΰσΥϣʼ20203Ὦτ ΰοΜθᾆ ᵓψʼ ἷЀкЗϳϱи

Іχḇ ᶈ τϢϤ ♁ρΰθʻ 

 

1x ᾕ ԁᵕᾆ ᵓ 

日時：2019 年 10 月 20 日 

場所：獨協医科大学教育医療棟 ６階 シュミレーション講義室 
 

プログラム内容：  

①慢性疼痛症候群とは？ 

②Red Flag の評価 

③慢性疼痛の薬の使い方 

④慢性疼痛では痛み以外の評価が必要 

⑤補償体系・疾病利得の評価 

⑥慢性疼痛患者とのコミュニケーションを

考える 

⑦慢性疼痛における運動療法 

 

備考： 昨年度と同様に各施設での内容を統一するために，基本的には認定 NPO 法人いたみ医学研

究情報センターの作成した教育コンテンツを利用した。また，昨年度の受講者からのアンケートで

コミュニケーションに関する講義に興味を示す参加者が多かったため，熊本大学の田代雅文先生を

招聘し講演していただいた。 

2）令和元年度第二回研修会 

日時：2020 年 2 月 11 日 

場所：獨協医科大学教育医療棟 ６階 シュミレーション講義室 
 

プログラム内容：  

①慢性疼痛症候群 

②疾病利得 

③症例検討ワークショップ 

④特別講演：心理学（行動分析学）からみた慢性疼痛について 

備考：研修会に参加した医療者からより臨床に則した内容を充実してほしいとの要望があったため，

令和元年度第二回研修会では，若干内容を変更し，症例検討ワークショップを追加，特別講演とし

て星槎大学の杉山尚子先生を招聘して講演をいただいた。 
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3x ᾕ ╣ᵕᾆ ᵓ 

日時：2020 年 3 月 15 日 

場所：獨協医科大学教育医療棟 ６階 シュミレーション講義室 

プログラム内容：  

①慢性疼痛症候群とは？ 

②慢性疼痛患者とのコミュニケーションを考える 

③コミュニケーションワークショップ 

備考：院内臨床研修医を対象とした研修会の開催を予定していたが，新型コロナウイルスの

蔓延，政府の要請に伴い中止とした。 

4x Ϙρϛ 

令和元年度は，運動器疾患の診療に携わる医療者のみならず，がん治療及び緩和ケアに携

わる医療者，地域診療に携わる一般医療者にも広く参加募集を行った。 

その結果，予想以上にがん治療及び緩和ケアに携わる医療者の参加が多かった。参加者に

研修会参加目的について尋ねたところ，①がん疾患が慢性疾患として扱われるようになって

いる，②長期がんサバイバーが増加している，③がん患者ががんに関連した痛みのみならず，

療養中にがんに関連しない痛みを訴えることが多い等の回答が聴かれ，参加者の多くが研修

会で多くの気付きや知識を得ることができたとの感想が寄せられた。 

また，地域診療に携わる一般医療者からは，このような慢性診療に焦点を置いた研修会，

特に，多職種で議論できる形式の研修会は以前にはなく，今後も継続してほしい，次回は一

緒に働いている医療者を連れて参加したいなどの感想が寄せられた。 

今後の地域医療を担う若手医師に慢性疼痛診療の実際を知ってもらうために計画した臨床

研修医を対象とした研修会は，残念ながら中止となってしまったが，次年度以降積極的に開

催していく予定である。 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ᶣ ᶘ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

 

新潟大学医歯学総合病院 リハビリテーション科 病院教授 

木村 慎二 

（新潟県 慢性疼痛診療モデル事業 ワーキンググループ長） 

 

新潟医療福祉大学 リハビリテーション学部 理学療法学科 

濱上 陽平 

（痛み診療コーディネーター） 

 

I. άϦϘπχᶨ ρ ᴮ 

本事業は 2018 年度より開始され、新潟大学医歯学総合病院総合リハビリテーションセンタ

ーと麻酔科・ペインクリニックを中心に、連携機関と協働し、新潟県の慢性疼痛診療のネッ

トワーク構築と教育の均てん化に努めてきた。事業の開始にあたり、新潟県全域から、医師

8 名、歯科医師 1 名、看護師 1 名、理学療法士 7 名、作業療法士 1 名、臨床心理士 1 名の計

19 名からなるワーキンググループを構成した。ワーキンググループでは、施設紹介や症例

検討会、慢性疼痛診療研修会の打ち合わせ等、計 5 回のミーティングをおこない、顔のみえ

る連携を強化した。11 月と 2 月に開催された 2 回の研修会では 45 施設、延べ 79 名の参加

があり、講義やグループワークを通して交流を図り、多職種が関わる慢性疼痛診療の実際に

ついての研修を行った。これらのことから、2018 年度の新潟県慢性疼痛診療モデル事業は

一定の成果が得られたと考えられる。 

II. χ ᶣᾉτΣΪϥЯДиⱧỘχ  

１．ワーキンググループメンバーによる慢性疼痛診療研修会、症例検討会、施設紹介等を行

うことで、新潟地区の慢性疼痛診療のネットワークをさらに強化する。 

２．2 回の研修会を新潟市と県の中央の長岡市で開催し、医療スタッフへの慢性疼痛診療の

啓発及び診療の質の向上を図る。 
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III. ЯДиⱧỘχᶨ χם∑ 

ワーキンググループの連携をさらに強化するために、本年度は以下に示す 23 名のワーキン

グメンバーにて活動を行った（表 1）。 

 

表 1. 新潟地区慢性疼痛診療ワーキンググループメンバー 

♃  ʾ  ᶤ 

ӻḩ ᵏ◓ ᶘӺᶘ  ᴬᶘʾЧϱрϼ

зИАϼ„℅ʾễ  

ḩ   ׇ  

  ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ 

зМРзГ˔Єдрᴬʾ Ԛễ  

м˔ϺрϽϽи˔Ф  

╦   ╦ ἹᵰᴬӺԚʾԚ  м˔ϺрϽϽи˔Ф  

♠  ṰῪ ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ 

ᴬʾ ễ  

м˔ϺрϽϽи˔Ф  

Ἕ  ԁ ᶣᾉ ∩ Ԛʾ Ԛ  ӦԌ 

  ᶣ◕ Ԛ ЧϱрϼзИАϼᵰᴬ ӦԌ 

  ᶣӺ ♅ ᶘ зМРзГ˔Єдр

ᶘ  ᶘ ᶘᴬʾ ễ 

ϙ Ѐ˔Г ϰК˔Ќ˔ 

 ḿ ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ ᴬʾ ễ ӦԌ 

Ӡ  ӳ σΥθϼзИАϼ ӦԌ 

  ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ 

ⱦᴬ ᴬʾ„◖ 

ӦԌ 

 Ἴ ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ 

Ἱᵰᴬʾ„◖ 

ӦԌ 

 ԁ ῡ ᴎ ״ › Ԛ 

Ἱᵰᴬʾ Ԛ  

ӦԌ 

‰Ệ  ᶣ ״ Ԛ 

ἹᵰᴬʾзМРзГ˔ЄдрᴬʾӺ  

ӦԌ 

Ỳ  ` ᶣ ״ Ԛ 

зМРзГ˔Єдрᴬʾ ●  

ӦԌ 

‰  Ἳ◓ ῡ ᴎ ״ › Ԛ 

зМРзГ˔ЄдрᴬʾṪ◖  

ӦԌ 

  ᶣзМРзГ˔Єдр ᶘ ӦԌ 
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зМРзГ˔Єдрᶘᴬʾ ễ 

ӻ ᴤ◓ ᶣзМРзГ˔Єдр Ԛ 

 ע

ӦԌ 

₪  ◗ ᶣӺ ♅ ᶘ зМРзГ˔Єдр

ᶘ  ᶘ ᶘᴬʾễ  

ӦԌ 

 ◊ ᶣӺ ♅ ᶘ зМРзГ˔Єдр

ᶘ  ᶘ ᶘᴬʾ„◖ 

ӦԌ 

 ᾍ ᶣӺ ♅ ᶘ зМРзГ˔Єдр

ᶘ  ᶘ ᶘᴬʾ ễ 

ӦԌ 

 ӿ ᶣ ᶘӺⱦᶘ › Ԛ Ḙῐ  ӦԌ 

ḵ ᶣ ד  ᶘӺⱦᶘ › Ԛ ›зМРз

Г˔ЄдрЈрЌ˔ 

ӦԌ 

 

また、活動内容として、以下の１．キックオフミーティング、２．2 度の施設紹介・症例検

討会、３．2 度の慢性疼痛診療研修会をおこなった。 

 

͍ʽ ᶣᾉм˔ϺрϽϽи˔ФϺАϼϷТЬ˔ГϰрϽˢ 1x  

・日時：2019年 5 月 15日 

・場所：新潟大学医歯学総合病院 

・参加人数：15人 

・内容：インターネット会議を併用した会議形式で、今年度より新たにワーキングループに

参加した 4 名の委員の紹介と、本事業の概要説明、ならびに第 1 回新潟県慢性疼痛診療研修

会の内容、施設紹介・症例検討会の方法等について話し合われた。 

 

図 1.  第 1 回キックオフミーティングの全員写真 
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͎ʽ 1ᴗ ☼ ᵒʾ ᾁ ᵓ 

・日時：2019年 7 月 16日 

・場所：新潟大学医歯学総合病院 

・参加人数：11人 

・内容：ワーキンググループのメンバーを対象に、インターネット会議形式で、傳田委員に

よる施設紹介（新潟市民病院ペインクリニック外科）、岩崎委員による症例検討（足根管症

候群後の疼痛によりズデック骨萎縮を呈した患者に対し、いきいきリハビリノートを用いた

一例）、木村ワーキンググループ長による症例検討（53歳、慢性頸部痛患者）を行った。 

͏ʽ 2ᴗ ☼ ᵒʾ ᾁ ᵓ 

・日時：2019年 10 月 30 日 

・場所：新潟大学医歯学総合病院 

・参加人数：14 人 

・内容：ワーキンググループのメンバーおよび委員外の医師を対象に、高橋委員、金澤委員に

よる施設紹介（西新潟中央病院、整形外科・リハビリテーション科）、渡辺委員による症例検討

（慢性腰痛を呈する脊柱後弯症の 1 例）、新潟大学医歯学総合病院麻酔科鈴木博子医師による症

例検討（慢性腰痛に対して治療介入後早期の脊髄刺激療法が著効した一例）を行った。 

͐ʽ 1ᴗ ᶣᾉ ᾆ ᵓˢ 2x  

・日時：2019年 6 月 30日 

・場所：新潟大学駅南キャンパスときめいと 

・参加人数：31人 

（医師：7 名、理学療法士：12名、看護師：2 名、作業療法士：9 名、その他：1 名） 

・スケジュール：図 4 参照 

 

 

図 2.  第 1 回新潟県慢性疼痛診療研修会での全員写真 
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͑ʽ 2ᴗ ᶣᾉ ᾆ ᵓˢ 3x  

・日時：2020年 2 月 9 日 

・場所：アオーレ長岡 

・参加人数：32人 

（医師：7 名、理学療法士：10名、看護師：9 名、作業療法士：5 名、臨床心理士：1 名） 

・スケジュール：図 5 参照 

 

図 3.  第２回新潟県慢性疼痛診療研修会での全員写真 

 

 

図 4,5.  第 1 回・第 2 回新潟県慢性疼痛診療研修会スケジュール・講師 
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ʽ ϣϦθ ᴮϞḇ  

͍ʽ☼ ᵒʾ ᾁ ᵓ 

多職種が参加する症例検討会をおこなうことで、多面的でかつ、最適な治療方針を検討する

ことができた。第 2 回の施設紹介・症例検討会では、委員外の医師を招いて行ったことで、

これまでよりさらに活発な討議が行われ、新潟県での慢性疼痛診療のネットワークが広がっ

たと考えられる。 

 また、施設紹介を行ったことで患者紹介をより行いやすくなり、県内の医療連携がより、

深まったと考えられる。 

͎ʽ ᶣᾉ ᾆ ᵓ 

・第 1 回新潟県慢性疼痛診療研修会：新潟県での研修会は昨年から数え 3 度目となったが、

25 施設より 31名の参加があり、さらに新潟県の慢性疼痛における医療連携の構築が進んだ

と考えられる。研修会の内容に関して、参加者のアンケートで満足度が高く、実際の診療で

実践できる内容であったとの返答が多かった。 

・第 2 回新潟県慢性疼痛診療研修会：新潟県の中央に位置する長岡市で開催し、24 施設よ

り 32 名の参加があった。これまでの研修会では医師ならびにリハビリスタッフが参加者の

多くを占めていたが、本研修会では看護師の参加者が 9 名みられた。グループワークを通し

て、慢性疼痛診療を行っていく上で、重要なチームアプローチについて理解が深まったと考

えられる。また研修会参加者と講師に、いきいきリハビリノートと本ノートを用いた認知行

動療法に基づく、運動促進法の医療者用マニュアルを配布し、慢性疼痛に対する認知行動療

法と運動療法の導入の重要性を学習できたものと思われる。 

 

IV. ζχ  

面積の広い新潟県において、診療における地域格差が生じないよう、ワーキンググループメ

ンバーの選定や、研修会の開催場所を考慮し、会議形式にインターネット会議を導入した。

この経験を活かし、さらなる関東甲信越地方の慢性疼痛診療ネットワークの強化に努めてい

きたい。 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ᶘӺᶘ Ệ Ԛ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

日本大学医学部附属板橋病院 

緩和ケア・痛みセンター 

加藤 実 

 

 

1. Ệ ԚЯДиⱧỘχ  

慢性疼痛に対する病診連携の推進に関する研修会の実施を通じて、地域の医療

機関との間の慢性疼痛患者さんに対する認識、対応の共有化を図り、各医療機

関の連携が円滑に行える医療環境を整えることを目標にした。 

 

2̔ ЯДиⱧỘχ χם∑ 

本年度は成人の慢性痛患者対応の研修会と小児の慢性痛患児の研修会を下記

の計画で実施した。 

1) 多職種を対象に慢性疼痛に対する病診連携の推進に関する研修会開催 

日時：2019 年 11月 17日（日曜日） 10：00～16：00 

会場：TKPガーデンシティ御茶ノ水 カンファレンスルーム２C 

2) 多職種を対象に小児の慢性疼痛患児に対する病診連携の推進に関する研修

会を下記の計画で初めて実施した。 

日時：2020年 2 月 2 日（日曜日） 10：00～16：30 

会場：御茶ノ水ソラシティ カンファレンスセンター Room A 1階 

 

3. ϣϦθ ᴮϞḇ  

各研修会の参加者に事前及び事後アンケートを実施した結果を別途パワーポ

イントに示す。また研修会の様子の写真は 2019年 11月 17 日のご案内の横に、

感想については 2020 年 2 月 2 日のご案内の横に示す。 
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2019    ЯДиⱧỘ 

ᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ⱧỘ ⁮ 

ˢ 31  / 1 ˣ 

 

   ╕╡  

 

1. άϦϘπχᶨ ρ ᴮ 

ᴅ ◕ ᶘπψʺ2017 Τϣχῡ ЯДиⱧỘτΣΜο ӽӺ ρχ ὀẉόК

АЕм˔ϼξΨϤτ ΰθʻᶨ ρΰοψʺ︠τ„םᵓϞЈЬЗ˔χם☼πΚϤʺ

ӽχᵫỘӺϬ Μοχ ᾁ ᵓσςτ ήϦϥʻ τ Ϭ Μιχψʺ ρΜΞᵵ

χ ẉρ σ τνΜοχἴ ᶨ πΚϥʻ 

χ ά̋αϦθ χⱵ τψ ᶘ σⱵ ΥὧΤδσΜⱧ Ṁ̋ל Ӱ χ

ϙϬ ρΰΥκπΚμθ χ ϙⱵ ρψԁ Ϭᵊΰθ ᵓזּ σ︡Ϥ ϙΥ

πΚϥάρσςϬʺ ˑσṐᵓτ ӽӺ Ϟיּ ᾉ /ᴅ ◕ τἴ βϥⱧτ ΰ

οΦθʻήϣτʺᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ЧϱрϼзИАϼχ ∕ρζχ

ᶘ Ⱶ χ Ϭ ӽτϯС˔иΰʺ ᾉ/ᴅ ◕χ χˮЈрЌ˔˯ρΰ

οχṐ Ϭ‰ϛοΦθʻ 

 

ῡ ⱧỘ ▄Ϭ►μοχᵃẠ 2 χᾆ ᵓψӟᴞχ ϤπΚϥʻ 

 

2017 ▄τϢϥᾆ ᵓ 

ʾ   ЯДиⱧỘ ὀ ᶘ› ᾆ ᵓ 

Ⱳʿ 2018  2 Ὦ 18   10ʿ30˙15ʿ10 

ʾ ӽӺ ΰΪᾆיּ ᵓˮⱱκ ΫσΜӺ ˯ 

„◖ʿ ԁ זּ Л˔зТЕẸᵓ Ⱨ  ◓ 

Ⱳʿ 2018 1 Ὦ 12  ᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ᵓṳע  

2018 ▄τϢϥᾆ ᵓ 

ʾ   ЯДиⱧỘ ὀ ᶘ› ᾆ ᵓ 

Ⱳʿ 2018 11Ὦ 18   10ʿ30˙15ʿ10 
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2. 2019 χЯДиⱧỘχ  

2019 χЯДиⱧỘψʺ ᾉ ρχẸ ⱧỘπΚϥˮ ᶘ ʾ ├ ӛⱧỘ˯τ

⅜ ήϦ 2̋ ḧπ 2000 χⱧỘד ▄Ϭᶍ ΰ N̋PO ϙжЩχӺ ᾆיּ ᵓʺ ṛ

χӺ „יּ ᵓʺԁ ◕ ΰΪχ◕ ῝ᵫ„℅Ϭḯϛο 2 ḧπ 20ᵕựΨχ ẉἴ χθ

ϛχϱЦрЕϬ ϚⱧτσμθ 3̒ ϬὝΠϥῡ χЯДиⱧỘρΰοχˮ χ

ӽӺ χיּ   ξΨϤ˯ρ σϥ πΚμοʺᾉ ΤϣⱧỘ ▄Ϭᶍ ΰʺ

ᾉ ӺⱧᴿχ ϣρẸיּ ⱧỘϬ“ΠθάρπϢϤԁ ῡϙχΚϥϜχρσμθρΜΠ

ϢΞʻ 

2019 χЯДиⱧỘχ ψʺˮ χ ϙχ ꜡ρⱵ τΣΪϥᾉ Ӻ χ ꜡ʺ

ΣϢόṪ χйЦиϯАФ˯ρˮ ӽӺ ρḺχᾋΠϥḩἰϬיּ Ψάρ˯πΚϥʻ

χθϛτʺ ˑσṐᵓϬ Πο„םʺ„ Ϭ φϥρρϜτʺ ᴬπ“μοΜϥϸрТϮ

йрІχᾋᶘτᾉ χ ˑσӺ ˢϬ Ϊ Ϧοʺ ӽӺ ρχ ὀϬ ϛοΦθʻ 

͏ʽ2019 ЯДиⱧỘχ χם∑ 

 ̧ ӽ ὀχ︡Ϥ ϙʿᵓṳẉό ʺ ẸṳᵓσςπχІС˔Ў 

2019 4 ὮϢϤʺ ᴬπψ ӽӺ ρχ ὀϬГ˔Ыτ τꜛⱵ Ϟיּ ӽ

ᶧρχ ὀϬ ϛϥάρρΰθ Ϙ̒γᴅ ◕ σς ᾉᴞχᶆ◕ χӺ ᴿϞ ὲ

ʺ ᾉ χӺ ᴿʺẉό ӽϾϯФжЃχּזᵓ ♅●ρχ σςʺḺΥᾋΠϥḩἰ

Ϭ⌠ϥθϛχЬ˔ГϰрϽϬ◐ϛθ Ϙ̒θʺ ӽέρχӺ χיּ ϘϤπΚϥУкАϼᵓṳ

Ϟ ẸṳᵓτⱲḧϬ︡μοΜθιΦʺ χ ᶘ Ⱶ χ ẉἴ Ϟ ᴅ̋ ◕ ᶘχ

ЧϱрϼзИАϼχⱵ χ︡Ϥ ϙτ βϥῲ τ ϛθ ά̒ϦϣχὫᴮρΰοʺ ӽρχ

ὀψ τ ϘϤ ᾉ̋ χӺ ψӺ◖ᵓ Ḙ̋ῐ◖Ẹᵓσς Φσ Ϭ ϛο ᵔΥ

ϣϦθʻ 

άϦϣχЬ˔ГϰрϽπ Πθ χᵵ ψӟᴞχρΣϤπΚϥʻ 

 ̧ ῡ τ◙ ήϦθ 2͏ ᶘϬẤ Ԛρΰοʺ χ ϙχ   Ϭ ӽӺ

πψΤϥάρΥᾝ πχ⁯ χ ρσμοΜϥάρʻ 

 ̧ χ ϙχ   τνΜοʺ ӽχКАЕм˔ϼ⌠ϤΥ ήϦοΣϤʺ ▄

ⱧỘρΰοᶎ ήϦοΜϥάρʻ 

 ̧ ῡ χЯДиⱧỘρΰοʺ χ ӽӺ ᾆיּ ᵓσςτ ▄ΥνΜοΜϥάρ  ̒

 ̧ ᴬπχ ᶘ Ⱶ χ︡Ϥ ϙχἇ τνΜο 

ΜγϦχЬ˔ГϰрϽτΣΜοϜ╥ᴥּיχ ᵔρ░ Υ ϣϦθ ζ̒ΰο ά̋αϦθ

Ϭ ΠϥḆּיτ ΰο ₈̋ῇ ӽ ὀπẸ ΰο ᴬτὌΩⱧ Ϙ̋θ ᴬΥ︠℗βϥ ế

ᵓϞϸрТϮйрІᾋᶘτ ớ τ╥ᴥβϥσςτνΜο ᵔΥ ϣϦθʻ 
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ӟᴞʺЬ˔ГϰрϽχᵵ ϬϘρϛϥʻ 

 

Ⱳ   ּי 

2019/4/5  ᴅ ◕ Ỹ ӽ 

ϾϯФжЃˢᵓṳˣ 

◕ ԁ ˢMSWˣ ♀ 

2019/4/16  ᴅ ◕ ỸỸ   

‰ ᵲ◦כᴿˢᵓṳˣ 

Ỹ‰ ᵲ◦כᴿᴿ  

בֿ   

♀ 

2019/4/16  ᴅ ◕ ᶘ ◕

›Ӻ ЈрЌ˔ˢᵓṳˣ 

ᴅ ◕Ӻ ộ כ ├  Υϭʾ כ

├ᴿ∕ Ӻ ᴿ  

 ỡ 

ᾖʾ ♀ 

2019/4/26  ᴅ ◕ ỸỸ  Ỹ

ӽϾϯФжЃ Ẹ

ṳᵓˢІС˔Ўˣ 

ᴅ ◕ ỸτΣΪϥ ӽϾϯФж

Ѓs ῢ 20 τ ΰο 8νχϾ

ϯФжЃˣτỠ βϥ ὲ◖ʺ

MSWʺḘῐ◖ʺ ὲ ♅●ʺ

ḩἰּי 

♀ 

2019/5/21  ᴅ ◕ ӽϾϯФжЃ

ᴬᵓ ᴅ ◕ὲῴ ♅Ј

рЌ˔ˢІС˔Ўˣ 

ᴅ ◕ᶆ ӽϾϯФжЃχ

ˢ 20 ˣ 

ᴅ ᵓזּ◕ ♅Ẹṳᵓ 

ᵓזּ ♅  ☼ ♅ᴿ  

 Ὺ  

♀ 

2019/6/14  ᴅ ᵎ◕ ʾ ὲ  

ˢᵓṳˣ 

ᴅ ᵎ◕ὲῴ ὲ ΣϢόὲ

ῴξΨϤᴿᴿ  

ᾖʾ ♀ 

2019/6/14  ᾉ Ӻ ᴿs ᵓṳ  x ᾉ Ӻ ᴿ ᴿ ʺ ︠Ⱨ ᾖʾ ♀ 

2019/6/14  ᴅ ᵎӺ◖ᵓ ˢᵓṳ  x ᴅ ᵎӺ◖ᵓᵓ ק  Ӻ◖ ᾖʾ ♀ 

2019/6/14  ╣֦◕ ˢᵓṳˣ ֦◕ ὲῴξΨϤᴿ  ᾖᴿ  ♀ 

2019/5/28  ᶹ ◕ ˢᵓṳˣ ᶹ ◕  ὲῴξΨϤᴿ ᴿ  ♀ 

2019/5/28  ◓◕ ˢᵓṳˣ ◓◕ ὲῴξΨϤᴿ ᴿ  

₪  ὲ◖ 

♀ 

2019/6/7  Ỹ∕ Ӻ  ע

ˢᵓṳˣ 

Ỹ∕ Ӻ   ע

  Ḙῐ◖ 

♀ 

2019/12/26  ᴅ ᵎ◕Ӻ◖ᵓ 

ΤϜϛῲ      

∕ Ӻ ᾋᶘ 

ᴅ ᵎ◕Ӻ◖ᵓ Ⱨ 

ᴅ ᵎΤϜϛῲ Ⱨ  

╣ ӺԚ Ӻ◖ 

♀ 
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 ̧ 2019 ЯДиⱧỘ ▄ӟᵰχ„םᵓʾᾆ ᵓ 

ʺ ᴬψЯДиⱧỘӟᵰτʺ ΨχЈЬЗ˔ʾ„םᵓʾ„ ᵓʾ◕ ῝ᵫ„℅Ϭ“μθʻ 

Ê 2019/4/24   ʿᴅ ◕ ỸӺ◖ᵓᶘ ˢם„ᵓπם„ ᾖˣ 

Ê 2019/9/10   ʿᴅ ᵎ ỸӺ◖ΰΪ„םᵓˢ ᾖˣ 

Ê 2019/9/18   ʿᴅ ◕ Ỹ∕ Ӻ ὀẤ ⱧỘ ◕ ῝ᵫ„℅ˢᴅ ◕ ỸρẶ℗ˣ̋ 

╥ᴥּי 103 ˢ ᾖˣ 

Ê 2019/10/30 ʿᾉ ῝ᵫ„℅ ϳϰзрϽᴅ ˢ ♀ˣˮ ϙϬ︣ωσζΞ˯ 

Ê 2019/10/30 ʿ ӽӺ ᵓ ϳϰзрϽᴅם„ΰΪיּ ˢ ᾖˣ 

Ê 2019/11/1   ʿᴅ ᵎ◕ −◖ᵓπ„םˢ ᾖˣ 

Ê 2019/11/11 ʿ 2ᵕ ӽₔ ᵓ in ᴅ ʺ╥ᴥּי 63  

Ê 2019/11/21 ʿỲ Ỹ −◖ᵓ„םᵓˢ ᾖˣ 

Ê 2019/11/28 ʿάάϧρ ϙχЦϱЂϱЖЈЬЗ˔ʺ╥ᴥּי 47 ˢ℅ ʿ ᾖˣ 

Ê 2019/12/3   ʿӅỸʾ ỸӺ◖ᵓᶘ   ᵓם„

Ê 2019/12/10 ʿᾉ ῝ᵫ„℅ ˮ ϙϬ︣ωσζΞ˯ᶹ ◕ ᴟᵓḬˢ ♀ˣ 

Ê 2019/12/10 ʿ ӽӺ ᵓ ᶹם„ΰΪיּ ◕ ᴟᵓḬˢ ᾖˣ 

Ê 2020/2/20   ʿᾉ ῝ᵫ„℅ˮ ϙϬ︣ωσζΞ˯ᴅ ᵎЈрЕжиШГиˢ ♀ˣ 

Ê 2020/2/20   ʿ ӽӺ ᵓ ᴅם„ΰΪיּ ᵎЈрЕжиШГиˢ ᾖˣ 

Ê 2020/2/23  ʿᾉ ῝ᵫ„℅ˮ ΠσΜḘῐʺⱱκ ΫσΜᵒῐϬᶘϖΞ˯ 

ˢԁ זּ  Л˔зТЕẸᵓρẶ℗ˣ 

Ê 2020/3/15 ʿ  ӽӺ ᾆיּ ᵓˢNPO ρχẶ℗ˣ 

ˢ☼“ ʿ ἷЀкЗϳϰиІχֲốτϢϤ ♁ˣ 

 

 ̧ ζχ ӽ ὀχ︡Ϥ ϙ 

ᴬχᶘᵰϢϤχᾋᶘּ10 י ΥЧϱрϼзИАϼϬ ΰʺ χם∑ϞϸрТϮйр

ІϬᾋᶘΰʺ ᶘ Ⱶ χם∑Ϭᶘϭιʻ 

 

 ̧ 2019 χῡ ЯДиⱧỘ ▄τϢϥ“Ⱨ 

 

2019  ῡ ЯДиⱧỘ ᾉ ├ ẉἴ ⱧỘ 

( ᶘ ├ ӛ ⱧỘˣ  ӽӺ ᾆיּ ᵓ 

ᾆ ᵓᵵ ʿ 

Ⱳʿ ᾕ  9Ὦ 1   10:30~15:30 

ʿTKP ᴅ РЅКІЈрЌ˔ 

ᾆ ᵓ ʿ 

◄ᵓ “ʿ ᾖᵏ  
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ᾆ ᵓⱲ ʿ 

10ʿ00˙  

10ʿ30˙ ФйГІЕᵫ◐χҼ╕ 

10ʿ50˙11ʿ15  1. ῙἪρψˁˢᴅ ◕ ᶘ ֽἻˣ 

11ʿ20˙11ʿ45  2.Red Flag χ ᴣˢᴅ ◕ ᶘ ᴒ ˣ 

ˢẈἾ 5 ˣ   

11ʿ50˙12ʿ15  3. χ χ►Μ ˢᴅ ◕ ᶘ ֶ ᵒˣ 

12ʿ20˙12ʿ45  4. πψ ϙӟᵰχ ᴣΥ ˢᴅ ◕ ᶘ ᾖᵏ ˣ 

12ʿ45˙13ʿ25  ˢ ῂ χώϤΤΠϤˣ 

13ʿ25˙13ʿ50  5. Ὁʾכ χ ᴣˢᴅ ◕ ᶘ ᾖᵏ ˣ 

13ʿ55˙14ʿ25  6. Ḇּיρχם ᵓ ( Ԛ ṙ ˣ 

ˢẈἾ 5 ˣ   

14ʿ30˙14ʿ55  7. τΣΪϥ֫ ˢᴅ ◕ ᶘ Ὦֽ ˣ 

14ʿ55˙15ʿ25   8.ЪІЕГІЕ ḇ  

ТϮЄзГ˔Ќ˔ʿ  ◓ ᴅ╦ ≢   Ⱶ ת  ‰ Ἳ◓ ӓ Ἳ  

ԁ  ᾿ ᾖת    

 

ᾉ χ ᶘ ├ ӛ ⱧỘρϜГ˔ЫΥ σμοΜϥάρϜΚϤ ₈̋ᵕψЈр

Ќ˔ Ԛχ ᾕιΪπσΨʺ ᾉπ τ ϙӺ Υ ϦοΜϥρΜΞⱧΥϩΤμοΜθ

╣֦ᴅ ᵎ 2ⱳӺ ίτϜ τῲ Ϭ“Μʺ 54 χράϧ 55 χ╥ᴥּיϬ ϥ

τ♩μθʻᾆ ᵓψ ệπΚϤʺ ῞πΚμθʻ 

ᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ЧϱрϼзИАϼЦГжр„◖χ τʺ╥ᴥּי

6 πԁνχϽи˔ФρσϤʺᶆϽи˔ФτϋρϤТϮЄзГ˔Ќ˔ΥνΨἹ꜠πΚμθʻ

ᶨ σṳ Υ“ϩϦʺ τ βϥ ᵔΥ ϘμθιΪπσΨ ᶆ̋╥ᴥּיρ Ⱬ ϤḺχ

ᾋΠϥḩἰϜ⌠ϥⱧΥ οʺ ӪṰπΚμθʻ 
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ᾆ ᵓχ Ὣᴮʿ 

╥ᴥּי›ὓ 55  

 25  

 30  

›ὓ 55  

 

╥ᴥּיχ ᶤ› 

  ̋ 

Ӻ◖ 11 20  

ⱦᴬӺ◖ 2 4  

Ḙῐ◖ 20 36  

ᶘ ● 10 18  

ὲ◖ 2 4  

ᴝᶚ ● 3 5  

◖ 4 7  

ᾆẕ  1 2  

ᵓזּ ♅● 1 2  

−◖ 1 2  

╥ᴥּי›ὓ 55 100  

 

╥ᴥּיχ ᶤ›ψʺӺ◖ʺḘῐ◖ʺ ᶘ ●Υ ᶓ Μʻ 

₈ᵕψ χḆּיτ βϥṐᵓΥ Μ ḘῐІГ˔Єдрτᾆ ᵓχῲ τ Ϭ Ϧ

ο“μθθϛʺ∕ Ӻ τὀϩϥḘῐ◖Υ Ψ Ϙμθʻ 

  

, 25
, 30

ᾆ ᵓ╥ᴥּי ᶤ›

›ὓ55

Ӻ◖

20%

ⱦᴬӺ◖

4%

Ḙῐ◖

36%

ᶘ ●

18%

ὲ◖

4%

ᴝᶚ ●

5%

◖

7%

ᾆẕ

2%

ᵓזּ ♅●

2%

−◖

2%

Ộ ᶤ›
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☼ χיּ„  

 
 

ῡ χЯДиⱧỘρᾉ χ ├ ӛⱧỘρГ˔ЫΥΣσαπΚμθθϛʺ╣֦ᴅ ᵎ 2

ⱳӺ ίχꜛⱵ χ ρχיּ κ›ϩδϬ φοΣϤ ζ̋ϦτϢμο◕ Ϟ ὲ χ

ὲ◖ʺ ӽ ᶧ◦כЈрЌ˔Τϣּזᵓ ♅●Υ╥ᴥΰοΨϦθⱧψ Φσ ᶏιμθʻ 

 

ᾆ ᵓ῟ᴮχᾁ  

χ 55 χ╥ᴥּיτʺϯ

рϾ˔ЕϬ“μθʻζχ πʺ

ῇτṜ βϥϯрϾ˔Еχ

οχ‮ τ ΰοᵕ ΰ

θּיϬ ῟ᵕ ρΰθʻζϦ

ϣχ Ϭ table1τꜘβʻ 

 

 

 

ᾆ ᵓ ῇπ τḩβϥ╥ᴥּיχ ᵔΥ ϘμθΤ ΤϬᾁ βϥθϛχФйʾ Ъ

ІЕГІЕΥם☼ήϦθ Г̒ІЕψ χ ᴪπΚϥӺ◖ρ ◖χӪᾋϬṁτ⌠

ήϦθʻζχᶆ‮ Ϭ╥―Ɫ τꜘΰθʻ‮ ψ π 15πΚϥʻ 

 

7

10

3

10

12

4

2

3

4

0 2 4 6 8 10 12 14

ᶘ Ԛ

ṛ Ԛˢ500 ӟ ˣ

ṛ Ԛˢ100˙500 ˣ

ˢ19 ӟᴞˣ

ḘῐʾᵒῐⱧỘ

◖ʾ ₃Ԛ

ӽ ᶧ◦כЈрЌ˔

ꜛⱵ ˢ ὲ◖σςˣ

ζχ

ᶘ Ԛ

ṛ

Ԛˢ500

ӟ ˣ

ṛ

Ԛˢ100˙

500 ˣ

ˢ19 ӟ

ᴞˣ

Ḙ

ῐʾᵒῐ

ⱧỘ

◖ʾ

₃Ԛ

ӽ ᶧ

Јрכ◦

Ќ˔

ꜛⱵ

ˢ ὲ◖

σςˣ

ζχ

Ὁ 1 7 10 3 10 12 4 2 3 4

╥ᴥּי ☼ χ ρ

ỡ Ω Ω‰

╥ᴥּי

44.60 21 70 25

44.30 24 63 31

44.44 21 70 56

῟ᵕ

45.60 21 70 20

41.65 24 53 17

43.78 21 70 37

table1 ╥ᴥּיχ
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Ωῇτ ᾆ̋ ᵓ ῇπ╥ᴥּיχ ᾋΥ ϘμθΤ ΤϬᾁ βϥθϛτḛ σ Ϭ“μ

θʻГІЕτ Μθᶆ‮ Ϭᾆ ᵓ ᵔ פּ ρΰο Μοʺᾆ ᵓϬ ʺ ᵔ Ϭ

ρβϥ ᴂχΚϥΒᾁ Ϭ“μθʻζχὫᴮʺᾆ ᵓῇχ Υ 5̋ π ὓ τ

Ӫσ₯ΥΚμθ β̒σϩκʺ τḩβϥ ᵔΥᾆ ᵓχῇτ Ӫτ ᴥΰθρᾠΠ

ϥʻt ᾁ χὫᴮρ ỡ ρ ₯χ Ϭ table3τꜘβʻ 

 

 
 

2019 ῡ ЯДиⱧỘρΰοԁ ▄ṛ Ϝ ΦΨ Υ Ϙμθᾆ ᵓπΚμ

θΥʺάχὫᴮτϢμοʺ ӽӺ χיּ χ ꜡Ϟ ІϺиχΰ ιΪπσΨʺ ӽ

ὀʺ ὀʺẉόᶆꜛⱵ ϒχ ẉἴ Ϝ“ΠθʻσΣʺάχϢΞσᾆ ᵓψʺᾆ ᵓ

ζχϜχχ῟ᴮιΪπψσΨʺ⁮ ʺ ẁϬ“Ξᵃ πʺ ΨχӺ ʺ ꜛⱵ ˢ

ᾉʺᴅ ◕ʺζχ χ◕ Ỹˣḩἰּיρ ΰКАЕм˔ϼϬῲΫϥάρΥπΦʺ ρ ρ

χḺχᾋΠϥνσΥϤΥ  ήϦοΜΨάρΥớϛο πΚϥ ά̒χϢΞσКАЕм˔ϼ

  τΣΪϥ σ Υʺ χỡοϭᴟϒχ ԁ πΚμο ᾆ̋ ᵓψ

ᵬϜḯϛοχ῟ᴮϬ ᴣβϥϓΦπΚϥʻ 

 

͑ʽ3 ḧτϩθϥЯДиⱧỘϬ“μοχ ᶧ 

ᾉχ ῢψ 920 πΚϤʺ ẰτⱳΧ 2 χ ῢϬⱱνʻᾉ ∕ πΚϤ

◙ ◕πϜΚϥᴅ ◕χ ῢψ 370 Ϭ Πʺ ᾉπψ 10ӡχ ᴎᾉϢϤϜ

Μ ᴅ̒ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ψᴅ ◕ τựΜ τӡ ΰ ‡̋ᵰτ

Κϥᴅ ◕ ᶘ Ԛ ԚϢϤ Ψχ ∕Ḇּי Ϭ ΠοΜϥ ά̒χᴅ ◕πχ

τΣΪϥ ӽ ὀʺ   ⱧỘψʺ ễ χ ᾖΥ 2017 τ ΰοḧϜσΤμ

θάρϜΚϤ ψ̋αϛψ︣ Ϥπ“ϩϦθʻ ӽχКАЕм˔ϼ⌠ϤχЛϳМϳϬⱱθσΤ

μθάρϜΚϤʺᶪϤ ΰψЈЬЗ˔Ϭ“μθϤʺ„םᵓϬ“μθϤπ ԁ πΚμθʻΰ

Τΰ 2019 ϬὝΠ 3 τΰοʺᾉ ρχẸ ΥὓϦθάρϜΚϤʺ ΦσםϤΥΚμ

θρΜΠϥʻ 

ᴅ ◕ χ ӽϾϯФжЃχᶆⱧỘ ЕАФρᵓṳΥ ʺ ᴬχ︡Ϥ ϙϬ ᵔΰοϜ

ϣΞⱧΥ θάρτᴥΠ ╣֦̋ᴅ ᵎ 2ⱳӺ ίχꜛⱵ χὲῴξΨϤ ├τ︡Ϥ Ϛ

ʹ

M SD M SD

3.92 .39 4.12 .46 -2.52 *

* p˹˻.05

Ⱨ ГІЕ ⱧῇГІЕ

table3 ᾆ ᵓ ῇχ τḩβϥ ᵔ χ ỡ ρ ₯

t
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ḂϞʺӺ ρχᵓṳϬ φο ӽτΣΪϥ   χ ỪϬ⌠Ϧθʻ 

τᴅ ◕ψ ӽϾϯФжЃρΜΞ ӽ ᶧ◦כЄІГЭχ ϭιἹ Ϭ ⁯πϜ ϛ

ο︡Ϥ ϦθꜛⱵ πΚϥ ζ̒χ ӽϾϯФжЃЄІГЭχ ᶋτ Ϥ₅ϭπάχⱧỘϬ

ϛϣϦθάρψ Φσ ᶏπΚμθʻ 

Ϙθ ᴅ̋ ᵎ◕ψ ⁯πϜ∕ ♂ Υ ⁯πϜ τ‰ΜάρσςϢϤ∕ Ӻ χ ϭ

ιꜛⱵ ρΰο πʺᴅ ᵎ◕χ∕ Ӻ χẤ ˮΤϜϛῲ ˯ Ⱨ ρ χ τ

νΜο σӪᾋῖḊϬ“Μ ά̋ϦΤϣχ ᾉτΣΪϥ Ϭ ὓβϥ ΰ›ΜϬ

ⱱοθάρϜϋρνχΦμΤΪπΚμθʻ 

3 ḧχЯДиⱧỘ ▄τΣΜοʺ ᴬΣϢό ᾉ/ᴅ ◕ ӽχ ψ Φ

Ψ πΦθ 

ζχԁ πʺΜΨνΤᴿ ϜᾋΠοΦθʻΩ χϜχψʺἴ ʾῲ ᶨ τΣΪϥϱрЌ

˔КАЕχ πΚϥʻ 

Ϭ τὋ βϥθϛϞ Ь̋˔ГϰрϽπψ ΠϣϦσΤμθᶆ Ϭ βϥθ

ϛτψʺΰμΤϤρΰθШ˔ЭЧ˔ЅϬ⌠ϤʺӲⱱβϥάρψớϛο πΚϥʻῡ Я

Ди ▄Υζχθϛτψ► πΦσΜρΜΞ ϤΥΚϥάρψʺ Φσ πΚϥρםḇΰ

θʻ 

 

⁮ ⌠  ʿיּ

ᾖ ᵏ  

Ӻ◖ʺ῝ ◖ʻᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ЧϱрϼзИАϼ ễ ʻ 

♀ ϘϤ◓ 

῝ ◖ʻᴅ ◕ ᶘ ◕ ›Ӻ ЈрЌ˔ ЧϱрϼзИАϼ Ѐ˔ДϰК˔Ќ˔ʾⱧ ộ   

  

и˔Ги ᶘ ᶘԚ › ḧᶘᾆẕᴬ ᶘ ῼ ●ᴿ   

ˢᴅ ◕ ᶘ ◌ Ӻ ЈрЌ˔ ᾆẕ ︣ˣ 
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╥―Ɫ  

 
 

No. ‮

1
ϙϬ βϥ ΥϩγΤΤ ΰΤσΜ ›τʺḆּיΥếΜ ϙϬ ΠοΜϥ

›ʺḆּיψ ϙϬᾹ ˢᵃ ᴣˣΰοΜϥάρϬӪ βϥ

2
χΚϥḆּיτ Ў˔ЭπⱵ τΚθϥρʺ ᶨχ ᵲϞ ϙϬᾚϣΰʺ

Ϭ βάρτ῟ᴮΥΚϥρΜΞϵРДрІΥΚϥʻ

3
Ϭ βϥḆּיτΣΜοʺ ϙχ Πρʺ ᶨχ ᵲχ ψʺ τϢΨ ḩβ

ϥʻ

4
ρϢϤ‰ӡχ Ὂψʺ ᶐᵃ ϬḯϚ Ὂ ᵲ χ Ϟ Ῑχ τΰ

ωΰωḩ ΰοΜϥʻ

5 πψʺ ϙχếήʺ ἂ ʺ Ṑ Ϭ ᴣβϥϓΦπΚϥʻ

6 SSRIψ Ὂ ᵲ τ ῟πΚϥʻ

7
︣ χⱵ ψʺ ᾋϢϤϜ ᵓזּ ԍΥḩ βϥρΜΞϵРДрІ

ΥΚϥʻ

8
ᴡ Ϝ ϩϣσΜἹπⱱ ΰοΜϥ χ ϙψʺ ᶎσᾖԍϞⱵ ΥσΜάρΥΚ

ϥʻ

9
ḆּיΥꜛ χ ϙΤϣṓϬ ϣϩβάρΥπΦϥ ›ʺ ʺếΜ ϙϬḇαοΜσΜ

άρϬӪ βϥʻ

10
ϙϬὖᾚβϥ ԁχ πΚμθρΰοϜʺᾖԍ χ τψϷСϷϱЖπⱵ

βϓΦπψσΜʻ

11
ϙϬ αοΜϥṀל ΥςΞΤΥϷСϷϱЖϬ► βϥΤϬὨ βϥ∑χ︠σ

ԍρσϥʻ

12 χϕρϭςχḆּיπψʺ ρ χ χϙπ ῟πΚϥʻ

13 ήϘίϘσ χ ϙϬ ΰⱵ βϥ Ϭ ᵔΰοΜϥʻ

14
“ ψ τ τ ῟πΚϤʺ ΨχḆּיχⱵ τπΦϥᾢϤ ṍτ

ήϦϥϓΦπΚϥʻ

15
ϙϬЀрЕк˔иβϥθϛτ► πΦϥѧϷСϷϱЖ ⌠ ˢ ʿЯиПКˣ

χ τψ ᾢΥΚϥʻ

table2 ᾆ ᵓ ῇχᶆ‮ χ ᶓ
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ᾆ ᵓ╥ᴥּיχḇ ˢꜛ Ṝ∏χϯрϾ˔ЕϢϤˣ ʾ ∏ˢᾖ ЫЫˣ 

・ 慢性痛に関する考え方、捉え方が非常に勉強になった。薬剤的なアプローチは一つの手段でまずは原

因や患者のバックグラウンドを理解する必要性を学ぶことができた。 

・ 慢性疼痛の見立てや対処法（治療法）について、きちんと体系的に学べたこと。多職種の人たちと一

緒にグループワークに取り組めたこと。 

・ 慢性疼痛は普段あまり縁がないが学んでおきたい分野であった。急性・がん性疼痛とは違い、薬物療

法の効果があまりないことを数字と講義で知ることができた。その上で、疼痛との向き合い方、日常

生活での問題点など心理・社会面を重視して、疼痛緩和をしていく必要があることを学べました。 

・ 私は鍼灸師として以前より地域のクリニック（主に整形）などと連携し、レッドフラッグなどあやし

い場合は精査依頼をしていたが、今日で更にレッドフラッグに対しての鑑別が正確にできるようにな

りました。逆に医師側がどのような考えで判断しているかも聞けて良かった。 

・ 実際に臨床実習で痛みの訴えが強い患者様に対して、身体機能面のみのアプローチしか考える事が出

来ていなかったが、今回の研修会にて、心理的要因にも目を向けて治療していくという事の大切さを

学ぶ事が出来て良かったです。また、他職種の方々とのワークショップ形式のディスカッションでは、

様々な意見が聞けて、とても勉強になりました。 

・ 慢性疼痛に対して多方面から分析していく方法、他職種連携の必要性を再認識した。疼痛が詐病だっ

たとしても信じる事、一緒に考え寄り添い、少しでも安定した時間を過ごすことができるようサポー

トしていく助けになるとよいと思いました。 

・ 慢性疼痛診療に関わる際の基本的な考え方や知識の取得になりました。各症例の事例に合せての紹介

や、グループディスカッションは、各職種により考え方や見かたの違いがあり興味深かったです。 

・ 今まで、あいまいな知識で関わっていたことが、少し頭の中で整理され、今後の関わりでも生かすこ

とが出来そうな点。 

・ 奥が深い領域で psychosocial を含め多面的にアプローチする重要性について再認識することができ

ました。資料がたいへん充実していました。講師陣がすばらしかったです。 

・ 痛みは身体的・精神的・社会的な背景から出現することを改めて理解することができた。目に見えな

い痛みを理解するのは奥深く難しいが、その人の歩んできたものや、所以、全人的ケアが疼痛軽減に

なることを改めて学んだ。 

・ 色々な職種の方の痛みに対するアプローチが聞けた。グループディスカッションの時間があったので

集中が途切れなかった。 

・ 疼痛には心理・社会的痛み（要因）が大きいことは理解していたつもりではあったが、改めて３側面

からのアプローチの大切さを学んだ。鎮痛剤の効果が意外にも低いことにおどろいた。 

・ グループディスカッションが多く、他職種の方と話しながら自発的に参加でき良かったです。痛みが

主観的であるという事、サイコ・ソーシャルな視点の重要性が良く理解できました。 
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・ 他職種の方々とディスカッションを交えながら学べた点が非常に良かったと思います。自分にない視

点からの意見を聞くことは、患者様の治療や多面的にアプローチしていく上で重要であると感じまし

た。症例を実際に考察する形も良かったです。 

・ 慢性疼痛に対する考え方やアプローチ方法に対する理解が深まりました。また、詐病と疾病利得に関

する点は今後の診療に大変役立つと思いました。 

・ 日常的になんとなく過ごしていたが改めて、自分自身と患者さんとのかかわりを考え、復習できる場

となりよかった。一人で抱え込んで仕事をすることが多いが、情報（考え方）の交換（ディスカッシ

ョン）が沢山ありよかった。 

・ 慢性疼痛を抱える患者様に対して、どのような内容で診断・治療が行われているのか具体的に知るこ

とが出来、良かったです。又、今後の対応について自分なりにも考え方が修正され、現場で生かして

行けると感じました。 

・ 痛みに対しての対応、薬品等も含めて問診、生活背景、社会背景等も含めて、聞き取りが明確に行え

るよう再確認出来た事。痛みのとらえ方が個々違う為、表現・表情等、観察する、相手が訴えている

事に耳を傾ける事が大切である事など、日々の業務の中で実践又は再度見直しする事が学べて良かっ

た。 

・ なんとなくの状態で運動指導に関わっていたので、どう目標を立て関わるかなど知れて良かった。他

職種や異なる職場の方の話を聞けて良かった。 

・ 慢性疼痛に関する医学的内容と社会的な要因（制度含む）が網羅され、また症例やディスカッション

を挟みながら進んだので、知識の整理になり、また興味深く拝聴しました。 

・ かん性疼痛の講義は何度か参加したことがあるが、慢性疼痛の知識と対応策をこれだけ詳しく講義し

ていただき、とても勉強になりました。特に原因不明の腰痛やオペ後で痛みに恐怖心が強い方と関わ

ることが多いので、明日からすぐに役立てそうだと感じました。 

・ 断片的に知識がつながったり深まったりした点。学んでみたいことが明確になった点。テーブルで

様々な考えをお聞きできた点。 

・ 慢性疼痛に対する様々なアプローチについて知ることが出来、大変良い機会となりました。痛みに焦

点を当てるのでなく、その人のできる事・生活に視点を当てることの大切さを知りました。がん性疼

痛ではＮＲＳやＶＡＴＳ、ＳＴＡＳ－Ｊなど使っていますが、他の様々な指標を知ることが出来たの

も学びとなりました。また、ＧＷで、同じグループの方と多岐に渡るお話、情報交換が出来たことも

貴重な機会となりました 

・ 慢性疼痛の訴えの捉え方や評価の仕方、また、痛み止めに「効果なし」と言われるケースの対象理解

について学べてとても良かった。 

・ グループディスカッション形式であったため、能動的に参加でき理解したし考える姿勢が違った。痛

みの治療は薬物療法のみではない。多方面のアプローチ、視点が必要と再認識できた。基礎的な勉強
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はもちろんだが、自分自身の思考のクセも認識し、相手をとらえる上で正しい情報を得ることが治療

につながると再確認、メンタルトレーニングも必要と痛感した。 

・ 痛み（の主訴）に対してのアプローチ方法を具体的に学ぶことができた。 

・ 包括的に痛みについて学べた。どの発表者の方も絶対的な一つの治療法はないという立場を取ってお

り、話が聞きやすかった。グループ分けがされており、知らなかった方とお話できて視野が広がりま

した。 

・ 疼痛に関して、様々な方向からの視点を聴き、学ぶことができました。患者のみならず、医療者自身

の固定観念をはずすことも大事だと思いました。今後もこのような学びの機会を設けていただきたい

です。グループにわかれて学習できた事も良かったです。 

・ いろいろな視点から、疼痛に関するお話をうかがえ勉強になりました。今まで、なんとなくこの方法

でアプローチしてよいのか？と思っていたことが少し自信をもって行えるようになると思います。 

・ 先生方の話がおもしろかった。それぞれの職種からの視点があったのが良かった。具体的な対応の仕

方がわかり、明日からの治療に使える。 

・ 慢性疼痛について知識を得ることができました。他方面からの視点が重要であり、今後の診療に生か

していきます。 

・ 痛みに関してまとめて学ぶことができた。心理的な要因の重要性を理解した。肯定的に忍耐強く、対

応する必要があると感じた。 

・ 心理的要素へのアプローチが含まれており、実臨床に生きる内容であった。他施設の他職種（医療者

以外）の方の話を聞けるよい機会であった。 

・ 補償体系については、日常の臨床ではほとんど関わっていないため勉強になりました。 

・ 医師の立場でグループ内での発言がともすると、発言しにくく指導的になるため、ディスカッション

に際しては（ロールプレイとか）それぞれの職種を利用した指導方法もあるのではと要検討課題。 

・ 薬剤の効果には限界があると思うが、もう少し詳細な説明があった方がよい（とくに高齢者は腎機能

障害が高率なので透析例を含めて話をしてもらうとありがたい）。 

・ 各症例で具体的にどのタイミングでどのような評価を行っているか、認知行動療法でそれぞれの職種

がどのタイミングでどう関わり、何を行っているかなど、もう少し踏み込んだ内容があると良いと思

います。 

・ 「痛み」をどう考えるか、どうとらえるか、という視点での講義を最初にしたほうがよい。痛みのと

らえ方のフレームワークが揃わないまま進めても、話がすれ違ってしまう。 

・ 評価、トリアージの部分がまずは前面に出されていたが、その前の信頼関係を築く部分で、どのよう

なコツがあるのかを知りたい。困るのはほとんどがコミュニケーション。 
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Σ ϩ Ϥ τ 

 

・本事業書には、2019年度の関東甲信越地区で施行した事業の概略 

を研修会とカンファレンスを中心にまとめた。 

・NPO法人いたみ医学研究情報センターの共催は、研修会を進める上 

で、非常に有用であった。 

・関東甲信越地区全体としては、2018 年度夏に合同会議を開催して 

いたので、すでに本事業の目的を共有し協力体制ができていた。 

・関東甲信越地区は広い範囲にわたるため、東京地区、神奈川地区、 

甲信越地区、千葉地区、北関東地区に大別する形式で、慢性疼痛診

療の医療連携の構築と均てん化を進めるために活動を行い、成果に 

つなげることができた。 

・慢性疼痛診療体制として、各施設で多職種連携のもと多角的な 

観点から診療を施行しているが、その上で 1 つの地域で難治性の患

者が発生した場合には、関東甲信越地区内の連携施設間で、さらに

領域として得意分野の施設に相談、または受診させるなど、診療連

携体制の構築に関する成果も得ることができた。 

 


